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習
近
平
の
人
脈

李
　
　
　
　
　
昊

は
じ
め
に

今
日
の
中
国
に
お
い
て
、
中
国
共
産
党
中
央
委
員
会
総
書
記
の
習
近
平
が
圧
倒
的
な
権
力
を
手
中
に
収
め
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
、
も

は
や
疑
問
を
挟
む
余
地
は
な
い
。
政
権
発
足
直
後
か
ら
始
め
ら
れ
た
反
腐
敗
運
動
、
二
〇
一
六
年
の
党
中
央
の
「
核
心
」
と
し
て
の
地
位

の
獲
得
、
二
〇
一
七
年
の
第
十
九
回
党
大
会
に
お
け
る
人
事
の
勝
利
、
二
〇
一
八
年
の
国
家
主
席
任
期
制
限
撤
廃
、
二
〇
二
一
年
の
「
歴

史
決
議
」
の
採
択
と
、
そ
の
権
力
と
権
威
は
強
化
さ
れ
続
け
て
き
た
。
二
〇
二
二
年
の
第
二
十
回
党
大
会
で
は
、
総
書
記
に
留
任
し
、
異

例
の
三
期
目
政
権
に
入
っ
た
。
習
近
平
は
、
自
ら
の
統
治
を
「
新
時
代
」
と
位
置
付
け
、
毛
沢
東
や
鄧
小
平
に
並
ぶ
指
導
者
と
し
て
自
己

ア
ピ
ー
ル
を
し
て
い
る
。

か
つ
て
メ
デ
ィ
ア
を
賑
わ
せ
た
江
沢
民
の
「
上
海
閥
」
や
胡
錦
濤
の
「
共
青
団
派
」
は
も
は
や
言
及
さ
れ
る
こ
と
も
ほ
と
ん
ど
な
く
な
っ

た
。
江
沢
民
は
二
〇
二
二
年
一
一
月
末
に
死
去
し
、
上
海
閥
は
も
は
や
存
在
し
な
い
。
胡
錦
濤
は
二
〇
一
二
年
の
引
退
以
来
、
ほ
と
ん
ど

政
治
に
介
入
す
る
こ
と
が
な
く
、
そ
の
人
脈
の
共
青
団
派
も
徐
々
に
存
在
感
を
失
っ
て
い
っ
た
。
二
〇
二
二
年
の
党
大
会
に
お
い
て
、
李

克
強
総
理
が
定
年
と
さ
れ
て
い
た
六
十
八
歳
に
満
た
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
引
退
し
、
か
つ
て
ポ
ス
ト
習
近
平
の
有
力
候
補
と
見
做
さ
れ

て
い
た
胡
春
華
副
総
理
は
中
央
委
員
に
選
出
さ
れ
た
も
の
の
、
政
治
局
委
員
か
ら
は
は
ず
れ
、
翌
年
三
月
に
実
権
に
乏
し
い
人
民
政
治
協

商
会
議
の
副
主
席
に
転
出
し
た
。
両
者
は
共
産
主
義
青
年
団
出
身
で
あ
り
、
胡
錦
濤
と
緊
密
な
関
係
に
あ
る
こ
と
が
広
く
知
ら
れ
て
い
た

が
、
李
克
強
は
二
〇
二
三
年
一
〇
月
に
急
死
し
、
胡
春
華
も
も
は
や
ほ
と
ん
ど
政
治
的
な
影
響
力
は
持
っ
て
い
な
い
と
思
わ
れ
る
。
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も
は
や
党
内
に
は
、
習
近
平
に
対
抗
で
き
る
ま
と
ま
っ
た
勢
力
は
な
い
。
第
一
期
・
第
二
期
政
権
に
お
い
て
、
習
近
平
は
自
ら
の
仲
間

の
助
け
を
得
て
、
権
力
の
強
化
に
邁
進
し
た
。
二
〇
二
二
年
の
党
大
会
で
新
た
に
選
出
さ
れ
た
最
高
指
導
部
た
る
政
治
局
常
務
委
員
会
は

習
近
平
に
忠
誠
を
誓
う
人
物
で
固
め
ら
れ
、
政
治
局
委
員
の
二
十
四
人
も
大
半
は
習
近
平
に
近
い
人
物
に
よ
っ
て
占
め
ら
れ
た
。
人
事
面

に
お
い
て
、
習
近
平
は
完
勝
を
遂
げ
、
盤
石
な
体
制
を
確
立
し
た
。

政
治
に
お
い
て
、
人
事
の
重
要
性
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
い
か
な
る
政
治
社
会
に
お
い
て
も
、
思
い
通
り
の
政
治
を
行
う
た
め
に
は
協

力
者
が
必
要
で
あ
る
。
重
要
な
役
職
を
協
力
者
で
固
め
れ
ば
そ
れ
だ
け
意
向
を
政
治
に
反
映
さ
せ
や
す
い
。
習
近
平
の
権
力
掌
握
過
程
も

そ
の
よ
う
な
習
近
平
の
協
力
者
た
ち
の
支
持
に
よ
っ
て
進
め
ら
れ
た
。
本
稿
で
は
、
習
近
平
の
人
脈
に
注
目
し
、
そ
の
権
力
掌
握
過
程
に

お
い
て
、
習
近
平
が
ど
の
よ
う
な
人
物
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
き
た
か
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
そ
し
て
、
第
一
期
か
ら
第
三
期
政
権
に
か

け
て
、
そ
の
権
力
基
盤
の
変
質
が
進
ん
で
い
る
こ
と
を
論
じ
、
そ
れ
が
習
近
平
政
権
の
リ
ス
ク
に
も
な
り
う
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。
本
稿

は
派
閥
、
人
脈
の
観
点
か
ら
習
近
平
の
権
力
強
化
過
程
を
分
析
す
る
も
の
で
あ
る
。

一
、
習
近
平
人
脈
の
諸
系
統

中
国
の
政
治
エ
リ
ー
ト
は
党
と
国
家
機
構
が
密
に
癒
着
し
た
巨
大
な
官
僚
機
構
の
中
で
、
数
年
お
き
の
異
動
を
繰
り
返
し
な
が
ら
昇
進

し
て
い
く
。
そ
の
過
程
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
部
門
で
勤
務
し
、
出
会
い
を
得
て
、
人
脈
を
広
げ
て
い
く
。
そ
れ
が
や
が
て
派
閥
と
な
り
、
権

力
基
盤
と
な
る
（
1
）。

中
国
に
お
い
て
派
閥
を
表
す
言
葉
と
し
て
「
派
系
」
が
用
い
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
。
中
国
国
民
党
の
派
閥
を
研
究
し
た
田
弘
茂
や
金
以

林
は
「
派
系
」
は
「
派
」
と
「
系
」
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
と
指
摘
す
る
（
2
）。「
派
」
は
派
閥
を
さ
し
、
そ
れ
は
い
く
つ
か
の
「
系
」、

す
な
わ
ち
派
閥
の
内
部
の
系
統
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
。
こ
の
よ
う
な
見
方
は
、
派
閥
が
組
織
化
さ
れ
ず
に
人
脈
の
集
ま
り
と

い
う
形
を
と
る
中
国
に
お
い
て
、
妥
当
で
あ
る
と
い
え
る
。
例
え
ば
、
二
〇
一
四
年
に
失
脚
し
た
周
永
康
（
元
政
治
局
常
務
委
員
）
の
人

脈
は
、
石
油
系
、
四
川
系
、
政
法
系
か
ら
構
成
さ
れ
る
。
元
総
書
記
の
江
沢
民
は
上
海
を
権
力
基
盤
と
し
て
、
そ
の
派
閥
は
上
海
閥
と
呼

二
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ば
れ
る
。
し
か
し
、
江
沢
民
は
第
一
機
械
工
業
部
で
の
キ
ャ
リ
ア
も
長
く
、
そ
こ
で
培
わ
れ
た
人
脈
も
重
要
で
あ
っ
た
。
江
沢
民
の
次
の

総
書
記
で
あ
る
胡
錦
濤
は
か
つ
て
第
一
書
記
を
務
め
た
共
産
主
義
青
年
団
を
中
心
に
人
脈
を
築
い
た
。

習
近
平
は
中
国
の
指
導
者
の
中
で
も
、
多
様
な
人
脈
を
持
つ
人
物
で
あ
る
。
習
近
平
は
、
一
九
七
九
年
か
ら
一
九
八
二
年
ま
で
、
中
央

軍
事
委
員
会
弁
公
庁
に
お
い
て
耿

（
副
総
理
、
中
央
軍
事
委
員
会
秘
書
長
）
の
秘
書
を
務
め
、
そ
れ
以
後
、
河
北
省
、
福
建
省
、
浙
江
省
、

上
海
市
と
二
十
五
年
に
及
ぶ
地
方
勤
務
を
経
て
、
二
〇
〇
七
年
に
最
高
指
導
部
入
り
を
果
た
し
た
。
こ
う
し
た
各
勤
務
地
で
培
っ
た
人
脈

は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
そ
れ
以
前
の
清
華
大
学
に
お
け
る
友
人
や
、
文
化
大
革
命
中
に
下
放
さ
れ
た
陝
西
省
延
安
で
共
に
過
ご
し
た
友
人

な
ど
も
習
近
平
の
人
脈
の
一
部
と
し
て
動
員
さ
れ
て
き
た
。
本
稿
で
は
、
習
近
平
の
人
脈
を
八
つ
の
系
統
に
分
類
し
、
縁
故
を
得
た
時
系

列
に
沿
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
系
統
の
主
要
人
物
や
特
徴
に
つ
い
て
整
理
す
る
。

紅
二
代

習
近
平
が
二
〇
〇
七
年
の
第
十
七
回
党
大
会
で
政
治
局
常
務
委
員
に
抜
擢
さ
れ
た
と
き
、
い
わ
ゆ
る
「
太
子
党
」
の
代
表
格
と
し
て
紹

介
さ
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
（
3
）。
太
子
党
と
は
、
共
産
党
の
高
級
幹
部
、
特
に
共
産
党
政
権
を
打
ち
立
て
た
革
命
家
た
ち
の
子
弟
の
こ

と
を
指
す
。
習
近
平
は
か
つ
て
副
総
理
を
務
め
た
習
仲
勲
の
息
子
で
あ
る
。
習
近
平
が
最
高
指
導
部
入
り
し
た
頃
、
多
く
の
メ
デ
ィ
ア
や

研
究
者
は
、
太
子
党
を
一
つ
の
派
閥
と
捉
え
、
習
近
平
を
そ
の
筆
頭
と
し
た
。
し
か
し
、
太
子
党
に
派
閥
と
し
て
の
実
態
は
な
い
。
当
然

の
こ
と
で
は
あ
る
が
、
革
命
家
の
子
弟
で
あ
る
こ
と
を
も
っ
て
、
二
者
が
緊
密
な
関
係
に
あ
る
と
断
定
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
。
か

つ
て
習
近
平
と
薄
熙
来(

薄
一
波
元
副
総
理
の
息
子)

が
競
争
関
係
に
あ
っ
た
こ
と
は
広
く
知
ら
れ
て
い
る
。

当
の
革
命
家
の
子
弟
た
ち
は
、
太
子
党
と
い
う
呼
称
の
派
閥
的
な
含
意
を
嫌
っ
て
、
革
命
第
二
世
代
と
い
う
意
味
の
「
紅
二
代
」
を
自

称
す
る
。
紅
二
代
で
あ
る
こ
と
は
、
派
閥
の
存
在
を
必
ず
意
味
す
る
わ
け
で
は
な
い
も
の
の
、
共
通
の
家
庭
背
景
が
、
縁
故
の
基
礎
と
な

る
こ
と
も
事
実
で
あ
る
。
建
国
以
来
、
高
級
幹
部
た
ち
は
集
住
し
、
そ
の
子
弟
た
ち
は
幼
馴
染
と
し
て
近
所
で
共
に
育
ち
、
学
友
で
も
あ
っ

た
。
幼
年
期
よ
り
交
流
を
持
ち
、
そ
れ
が
や
が
て
政
治
的
な
紐
帯
に
も
な
っ
た
。
た
だ
し
、
紅
二
代
は
そ
の
特
権
的
地
位
に
比
し
て
、
必

三
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ず
し
も
権
力
の
中
枢
に
お
い
て
重
要
な
地
位
を
占
め
て
こ
な
か
っ
た
。
シ
ー
は
彼
ら
が
系
統
的
に
権
力
か
ら
排
除
さ
れ
て
き
た
と
さ
え
論

じ
て
い
る
（
4
）。
習
近
平
も
ま
た
必
ず
し
も
紅
二
代
の
人
脈
を
重
用
し
て
こ
な
か
っ
た
。

習
近
平
の
紅
二
代
人
脈
の
中
で
、
最
も
言
及
に
値
す
る
の
は
、
劉
源
で
あ
る
。
劉
源
は
劉
少
奇
元
国
家
主
席
の
息
子
で
あ
る
。
劉
少
奇

も
習
仲
勲
も
文
化
大
革
命
中
に
迫
害
を
受
け
、
息
子
で
あ
る
劉
源
と
習
近
平
は
同
じ
境
遇
に
あ
っ
た
。
文
化
大
革
命
後
、
習
近
平
が
地
方

勤
務
を
続
け
る
中
、
劉
源
は
河
南
省
で
の
地
方
勤
務
を
経
て
、
武
装
警
察
に
入
り
、
そ
の
後
二
〇
〇
三
年
よ
り
軍
に
所
属
し
た
。
習
近
平

政
権
発
足
時
、
兵
站
を
司
る
総
後
勤
部
政
治
委
員
を
務
め
て
い
た
。
劉
源
は
軍
内
の
汚
職
腐
敗
取
り
締
ま
り
に
力
を
い
れ
、
総
後
勤
部
副

部
長
だ
っ
た
谷
俊
山
の
摘
発
に
貢
献
し
た
（
5
）。
そ
の
後
習
近
平
就
任
後
に
大
々
的
に
展
開
さ
れ
た
反
腐
敗
闘
争
を
軍
内
か
ら
支
え
た
。

従
来
、
文
民
の
最
高
指
導
者
に
と
っ
て
、
軍
の
掌
握
は
困
難
な
仕
事
だ
っ
た
が
、
習
近
平
は
軍
内
に
強
力
な
仲
間
を
得
て
、
権
力
の
確

立
を
進
め
る
こ
と
に
成
功
し
た
。
劉
源
の
活
躍
は
目
覚
ま
し
く
、
一
時
軍
の
指
導
部
で
あ
る
中
央
軍
事
委
員
会
に
抜
擢
さ
れ
る
と
の
報
道

も
あ
っ
た
が
（
6
）、
そ
れ
は
実
現
し
な
か
っ
た
。
劉
源
は
二
〇
一
五
年
に
退
役
し
、
全
国
人
民
代
表
大
会
財
政
経
済
委
員
会
副
主
任
委
員

と
い
う
半
引
退
ポ
ス
ト
を
五
年
務
め
た
後
、
二
〇
二
三
年
の
春
に
引
退
し
た
。

紅
二
代
の
う
ち
、
習
近
平
の
関
係
で
も
う
一
人
言
及
す
べ
き
は
、
張
又
侠
で
あ
る
（
7
）。
張
又
侠
は
か
つ
て
一
九
七
九
年
と
一
九
八
四

年
の
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
と
の
軍
事
衝
突
に
お
い
て
実
戦
経
験
を
持
つ
。
遼
寧
軍
区
司
令
員
、
総
装
備
部
長
な
ど
を
経
て
、
二
〇
一
七
年
の
党
大

会
後
の
一
中
全
会
で
、
人
民
解
放
軍
の
制
服
組
ト
ッ
プ
で
あ
る
中
央
軍
事
委
員
会
副
主
席
の
任
に
就
い
た
。
張
又
侠
に
つ
い
て
、
特
筆
す

べ
き
は
、
張
宗
遜
を
父
に
持
つ
こ
と
で
あ
る
。
張
宗
遜
は
人
民
共
和
国
建
国
以
前
よ
り
軍
で
活
躍
し
た
人
物
で
あ
り
、
一
九
七
三
年
か
ら

一
九
七
八
年
ま
で
総
後
勤
部
長
を
務
め
て
い
た
。
習
近
平
の
父
親
で
あ
る
習
仲
勲
と
張
又
侠
の
父
親
で
あ
る
張
宗
遜
は
陝
西
省
出
身
の
同

郷
で
あ
り
、
ま
た
、
抗
日
戦
争
後
の
第
二
次
国
共
内
戦
期
に
彭
徳
懐
が
指
揮
す
る
西
北
野
戦
軍
（
後
の
第
一
野
戦
軍
）
で
そ
れ
ぞ
れ
副
政

治
委
員
、
副
司
令
員
を
務
め
、
戦
友
で
も
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
親
同
士
の
友
情
が
息
子
た
ち
に
受
け
継
が
れ
て
い
る
可

能
性
は
高
い
。
張
又
侠
は
習
近
平
に
忠
誠
を
誓
う
発
言
を
繰
り
返
し
て
お
り
、
両
者
の
関
係
が
良
好
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
何

よ
り
、
二
〇
二
二
年
の
党
大
会
に
お
い
て
、
そ
れ
ま
で
不
文
律
と
さ
れ
て
い
た
六
八
歳
定
年
制
を
破
っ
て
、
七
二
歳
の
張
又
侠
が
政
治
局

四
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委
員
に
留
任
し
た
こ
と
か
ら
も
、
習
近
平
の
信
頼
が
見
て
取
れ
る
。

陝
西
省
関
係
者

習
近
平
の
本
籍
地
は
陝
西
省
富
平
県
で
あ
る
。
こ
の
経
歴
か
ら
、
陝
西
省
に
ゆ
か
り
が
あ
る
人
物
が
習
近
平
人
脈
に
数
え
ら
れ
る
こ
と

が
多
い
。
た
だ
、
習
近
平
が
実
際
に
生
ま
れ
育
っ
た
の
は
北
京
で
あ
り
、
キ
ャ
リ
ア
の
中
で
陝
西
省
に
勤
め
た
こ
と
は
な
い
。
習
近
平
と

陝
西
省
を
結
び
つ
け
る
の
は
、
下
放
の
経
験
で
あ
る
。
国
内
が
混
乱
を
極
め
た
文
化
大
革
命
中
、
都
市
の
青
年
は
農
村
に
下
放
さ
れ
、
習

近
平
は
陝
西
省
の
延
安
に
下
放
さ
れ
た
。
こ
の
経
験
は
習
近
平
に
と
っ
て
重
要
だ
っ
た
ら
し
く
、「
陝
西
は
根
で
あ
り
、
延
安
は
魂
だ
」
と

述
べ
た
こ
と
も
あ
る
（
8
）。
延
安
で
出
会
っ
た
の
が
、
王
岐
山
と
王
晨
で
あ
る
。

王
岐
山
も
習
近
平
と
同
じ
時
期
に
延
安
に
下
放
さ
れ
て
い
た
。
習
近
平
と
は
別
の
村
だ
っ
た
が
、
習
近
平
が
北
京
か
ら
戻
っ
て
き
た
際

に
、
立
ち
寄
っ
て
一
泊
し
た
と
い
う
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
あ
る
（
9
）。
王
岐
山
は
後
に
姚
依
林
（
元
副
総
理
）
の
娘
と
結
婚
し
た
た
め
、
太
子

党
に
数
え
ら
れ
る
こ
と
も
多
い
が
、
習
近
平
と
の
縁
故
は
延
安
時
代
に
因
る
。
王
岐
山
は
、
金
融
部
門
で
の
キ
ャ
リ
ア
が
長
く
、
北
京
市

長
を
務
め
た
経
験
も
あ
る
。
有
能
な
行
政
官
と
し
て
評
価
さ
れ
、
温
家
宝
内
閣
で
は
副
総
理
を
務
め
た
。
二
〇
一
二
年
の
党
大
会
後
に
最

高
指
導
部
の
政
治
局
常
務
委
員
に
選
出
さ
れ
た
が
、
汚
職
腐
敗
の
取
り
締
ま
り
を
担
う
中
央
規
律
検
査
委
員
会
の
書
記
を
務
め
る
こ
と
と

な
っ
た
の
は
驚
き
を
持
っ
て
受
け
止
め
ら
れ
た
。

二
〇
一
二
年
当
時
、
中
国
の
エ
リ
ー
ト
政
治
を
め
ぐ
っ
て
は
、
江
沢
民
の
上
海
閥
と
胡
錦
濤
の
共
青
団
派
と
の
対
立
と
競
争
に
関
心
が

集
中
し
て
お
り
、
そ
の
対
立
構
図
に
基
づ
い
て
分
析
が
行
わ
れ
て
い
た
。
そ
の
観
点
で
は
、
第
十
八
期
最
高
指
導
部
七
人
の
う
ち
、
江
沢

民
に
近
い
の
が
四
人
、
胡
錦
濤
に
近
い
の
が
李
克
強
一
人
、
中
立
が
習
近
平
と
王
岐
山
と
理
解
さ
れ
た
。
確
か
に
、
江
沢
民
と
胡
錦
濤
の

対
立
構
図
か
ら
見
れ
ば
、
そ
れ
は
正
し
い
が
、
そ
の
後
王
岐
山
の
大
活
躍
に
よ
っ
て
習
近
平
の
権
力
掌
握
が
急
速
に
進
め
ら
れ
る
中
で
、

習
近
平
と
王
岐
山
と
の
紐
帯
が
徐
々
に
知
ら
れ
て
い
っ
た
。

王
岐
山
は
習
近
平
が
大
々
的
に
展
開
し
た
反
腐
敗
闘
争
の
推
進
を
担
当
し
、
高
級
幹
部
を
次
か
ら
次
へ
と
摘
発
し
て
い
っ
た
。
政
敵
排

五
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除
に
大
き
く
貢
献
し
た
の
だ
。
習
近
平
の
第
一
期
政
権
に
お
け
る
急
速
な
権
力
掌
握
は
、
王
岐
山
の
貢
献
な
し
に
は
実
現
で
き
な
か
っ
た

だ
ろ
う
。
二
〇
一
七
年
の
党
大
会
で
中
央
委
員
会
か
ら
退
出
し
た
後
、
翌
年
三
月
に
定
年
を
超
え
て
国
家
副
主
席
に
選
出
さ
れ
る
ほ
ど
、

習
近
平
の
信
頼
を
得
た
。
し
か
し
、
第
二
期
政
権
の
途
中
で
、
王
岐
山
に
近
い
と
さ
れ
る
人
物
や
企
業
が
次
々
と
摘
発
を
受
け
て
お
り
、

習
近
平
と
王
岐
山
の
関
係
が
悪
化
し
て
い
る
と
い
う
観
測
が
広
が
っ
て
い
る
（
10
）。

王
晨
は
習
近
平
と
同
時
期
に
延
安
に
下
放
さ
れ
た
が
、
早
く
か
ら
地
元
延
安
で
幹
部
と
な
っ
て
い
た
。
習
近
平
が
大
学
に
進
学
す
る
に

あ
た
っ
て
、
王
晨
が
役
割
を
果
た
し
た
と
い
う
見
方
も
あ
る（
11
）。
第
二
期
政
権
に
お
い
て
は
、
全
国
人
民
代
表
大
会
常
務
委
員
会
副
委

員
長
を
務
め
た
。

清
華
大
学
関
係
者

習
近
平
の
古
い
友
人
た
ち
の
中
で
、
と
り
わ
け
重
要
な
人
物
の
一
人
は
、
陳
希
で
あ
る
（
12
）。
陳
希
は
習
近
平
の
清
華
大
学
時
代
の
寮

の
ル
ー
ム
メ
イ
ト
と
さ
れ
る
（
13
）。
陳
希
は
長
ら
く
清
華
大
学
に
勤
め
、
党
関
連
の
役
職
に
つ
い
て
い
た
。
二
〇
〇
二
年
か
ら
二
〇
〇
八

年
ま
で
は
、
清
華
大
学
の
党
委
員
会
書
記
を
務
め
て
い
る
。

重
要
な
の
は
、
陳
希
が
二
〇
一
三
年
以
後
、
中
央
組
織
部
に
移
り
、
常
務
副
部
長
を
経
て
、
二
〇
一
七
年
か
ら
二
〇
二
三
年
ま
で
中
央

組
織
部
長
を
務
め
た
こ
と
で
あ
る
。
い
か
な
る
組
織
も
そ
う
で
あ
る
よ
う
に
、
中
国
共
産
党
に
お
い
て
も
人
事
を
司
る
部
門
は
大
き
な
権

力
を
持
つ
。
第
一
期
政
権
に
お
い
て
反
腐
敗
闘
争
を
通
じ
て
次
々
と
政
敵
を
排
除
し
た
後
、
習
近
平
は
そ
の
空
い
た
ポ
ス
ト
に
自
ら
に
近

い
人
物
を
つ
け
て
い
っ
た
。
そ
う
し
た
人
事
の
調
整
を
担
う
の
が
組
織
部
門
で
あ
り
、
陳
希
は
習
近
平
の
権
力
強
化
に
大
き
く
貢
献
し
た

人
物
で
あ
る
。
ま
た
、
現
在
中
国
共
産
党
の
指
導
部
に
は
、
陳
吉
寧
（
上
海
市
党
委
員
会
書
記
）
を
は
じ
め
と
し
て
か
つ
て
大
学
教
員
を

務
め
て
い
た
専
門
家
や
清
華
大
学
に
ゆ
か
り
の
あ
る
人
物
が
多
く
、
こ
れ
ら
の
人
事
に
は
陳
希
が
深
く
関
わ
っ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。

二
〇
二
二
年
の
党
大
会
終
了
後
、
陳
希
は
政
治
局
委
員
を
退
任
し
て
、
一
般
党
員
と
な
っ
た
。
通
常
で
あ
れ
ば
、
中
央
組
織
部
長
も
す

ぐ
に
交
代
す
る
は
ず
が
、
陳
希
は
長
ら
く
退
任
せ
ず
、
二
〇
二
三
年
四
月
に
な
っ
て
よ
う
や
く
李
幹
傑
と
交
代
し
た
。
ま
た
、
二
〇
二
三

六
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年
一
一
月
現
在
、
陳
希
は
依
然
と
し
て
中
央
党
校
長
の
任
に
あ
る
。
理
由
は
不
明
だ
が
、
そ
れ
だ
け
習
近
平
の
信
頼
が
厚
い
こ
と
が
う
か

が
わ
れ
る
。

河
北
省
関
係
者

習
近
平
は
、
一
九
八
〇
年
代
半
ば
に
河
北
省
正
定
県
の
党
委
員
会
書
記
を
務
め
て
い
た
が
、
同
じ
時
期
、
隣
町
で
あ
る
無
極
県
の
党
委

員
会
書
記
だ
っ
た
の
が
栗
戦
書
（
前
全
人
代
常
務
委
員
会
委
員
長
）
で
あ
る
（
14
）。
二
人
は
会
議
な
ど
で
顔
を
合
わ
せ
る
機
会
も
多
く
、

近
い
年
齢
同
士
、
交
流
が
あ
っ
た
と
言
わ
れ
る
。
栗
戦
書
は
一
九
八
〇
年
代
後
半
に
河
北
省
で
共
産
主
義
青
年
団
の
省
委
員
会
書
記
を
務

め
て
い
た
た
め
、
中
央
政
治
に
登
場
し
た
時
、
胡
錦
濤
に
近
い
人
物
と
し
て
報
じ
ら
れ
た
が
（
15
）、
河
北
省
で
の
つ
な
が
り
が
知
ら
れ
る

に
つ
れ
て
、
徐
々
に
栗
戦
書
を
習
近
平
の
側
近
と
み
な
す
見
方
が
広
が
っ
て
い
っ
た
。
両
者
の
関
係
が
い
つ
、
ど
の
よ
う
に
深
ま
っ
た
の

か
は
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
栗
戦
書
は
、
二
〇
一
二
年
か
ら
二
〇
一
七
年
ま
で
中
央
弁
公
庁
主
任
を
務
め
、
習
近
平
に
大
番
頭

と
し
て
仕
え
た
後
、
二
〇
二
二
年
ま
で
最
高
指
導
部
の
一
員
と
し
て
習
近
平
を
支
え
た
。
二
〇
一
八
年
、
習
近
平
の
権
力
集
中
と
権
威
強

化
に
対
す
る
揺
り
戻
し
が
発
生
し
た
際
、
栗
戦
書
は
全
人
代
常
務
委
員
長
と
し
て
、
会
議
な
ど
で
「
習
近
平
同
志
を
核
心
と
す
る
党
中
央

の
『
一
錘
定
音
、定
於
一
尊
（
一
発
の
銅
鑼
の
音
が
全
体
の
ト
ー
ン
を
規
定
し
、一
尊
を
定
め
る
）』
の
権
威
を
確
保
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」

と
呼
び
か
け
た
こ
と
も
知
ら
れ
て
い
る
（
16
）。
栗
戦
書
は
、
十
年
に
わ
た
っ
て
、
習
近
平
を
支
え
た
が
、
二
〇
二
二
年
の
党
大
会
で
政
治

局
常
務
委
員
を
退
任
し
、
二
〇
二
三
年
春
に
全
人
代
常
務
委
員
長
か
ら
も
退
任
し
た
。

福
建
省
関
係
者

河
北
省
に
勤
め
た
後
、
習
近
平
は
一
九
八
五
年
か
ら
二
〇
〇
二
年
ま
で
十
七
年
に
わ
た
っ
て
福
建
省
に
勤
め
、
厦
門
市
副
市
長
、
寧
徳

地
区
党
委
員
会
書
記
、
福
州
市
党
委
員
会
書
記
、
福
建
省
党
委
員
会
副
書
記
、
福
建
省
長
を
歴
任
し
た
。
典
型
的
な
地
方
幹
部
の
キ
ャ
リ

ア
パ
ス
で
あ
る
。
福
建
省
時
代
の
部
下
は
習
近
平
の
人
脈
の
中
心
的
グ
ル
ー
プ
の
一
つ
で
あ
る
。

七
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福
建
省
関
係
者
で
特
に
重
要
で
あ
る
の
は
、
何
立
峰
（
国
務
院
副
総
理
）、
王
小
洪
（
国
務
委
員
兼
公
安
部
長
）
で
あ
る
。
蔡
奇
（
中

央
書
記
処
書
記
、
中
央
弁
公
庁
主
任
）
と
黄
坤
明
（
広
東
省
党
委
員
会
書
記
）
も
福
建
に
勤
め
て
い
た
が
、
彼
ら
は
浙
江
省
で
も
習
近
平

と
一
緒
に
仕
事
を
し
て
い
る
（
17
）。

習
近
平
が
河
北
か
ら
福
建
の
厦
門
に
移
っ
た
と
き
、
習
近
平
の
身
の
回
り
の
世
話
を
し
た
の
が
何
立
峰
だ
っ
た
と
い
う
（
18
）。
そ
の
後
、

何
立
峰
は
二
〇
〇
九
年
ま
で
福
建
省
に
勤
め
た
が
、
昇
進
の
ス
ピ
ー
ド
は
必
ず
し
も
早
く
は
な
か
っ
た
。
二
〇
〇
九
年
以
降
天
津
に
移
る

が
、
そ
れ
以
降
の
キ
ャ
リ
ア
は
か
な
り
特
殊
で
あ
る
。
何
立
峰
は
習
近
平
政
権
発
足
後
の
二
〇
一
三
年
に
五
八
歳
で
天
津
市
政
治
協
商
会

議
主
席
と
な
り
、
正
部
級
に
昇
進
し
た
。
二
〇
一
四
年
に
は
、
国
務
院
の
花
形
官
庁
で
あ
る
国
家
発
展
改
革
委
員
会
へ
と
移
り
、
副
主
任
、

主
任
を
歴
任
し
た
。
二
〇
一
八
年
に
は
、
全
国
政
治
協
商
会
議
副
主
席
を
兼
任
し
、
副
国
級
に
昇
進
し
た
。
そ
し
て
、
二
〇
二
二
年
に
は

政
治
局
委
員
に
選
出
さ
れ
、
翌
年
春
の
全
人
代
で
副
総
理
に
選
出
さ
れ
た
。

中
国
の
官
僚
は
、
職
位
に
よ
っ
て
定
年
が
異
な
り
、
格
が
高
く
な
れ
ば
な
る
ほ
ど
、
定
年
が
延
び
る
。
政
治
協
商
会
議
の
幹
部
は
通
常

名
誉
職
の
半
引
退
状
態
の
ポ
ス
ト
と
さ
れ
る
。
し
か
し
、
何
立
峰
は
定
年
の
直
前
に
政
協
の
ポ
ス
ト
に
つ
く
こ
と
で
定
年
を
延
長
し
、
よ

り
実
権
の
あ
る
役
職
に
移
っ
て
さ
ら
に
昇
進
を
続
け
る
と
い
う
珍
し
い
キ
ャ
リ
ア
パ
ス
を
た
ど
っ
た
。
こ
れ
は
習
近
平
の
意
向
が
反
映
さ

れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
第
二
期
習
近
平
政
権
に
お
い
て
、
習
近
平
の
視
察
に
は
必
ず
何
立
峰
が
同
行
し
て
い
た
。
側
近
で
あ
っ
た
こ
と

は
間
違
い
な
い
。
ま
た
、
二
〇
二
三
年
現
在
、
政
府
や
党
の
経
済
関
連
部
門
に
は
鄭
柵
潔
（
国
家
発
展
改
革
委
員
会
主
任
）
な
ど
の
厦
門

関
係
者
が
多
く
、
何
立
峰
の
人
脈
が
活
か
さ
れ
て
い
る
と
い
え
る
（
19
）。

王
小
洪
は
習
近
平
が
福
州
市
党
委
員
会
書
記
だ
っ
た
時
期
に
、
福
州
市
公
安
局
副
局
長
を
務
め
て
い
た
。
習
近
平
の
身
辺
警
備
を
担
当

す
る
な
ど（
20
）、
腹
心
と
言
っ
て
も
い
い
人
物
だ
。
そ
の
後
、
河
南
省
、
北
京
市
と
経
て
、
二
〇
一
六
年
以
降
は
公
安
部
に
移
っ
た
（
北

京
市
公
安
局
長
の
役
職
も
二
〇
二
〇
年
四
月
ま
で
兼
任
）。
党
大
会
を
控
え
て
、
二
〇
二
一
年
秋
に
公
安
部
の
党
委
員
会
書
記
に
就
任
し
、

翌
年
六
月
に
公
安
部
長
に
就
任
し
た
。党
大
会
後
の
更
な
る
昇
進
が
確
実
視
さ
れ
た
。結
果
、政
治
局
委
員
に
は
昇
進
し
な
か
っ
た
も
の
の
、

中
央
書
記
処
書
記
に
な
り
、
二
〇
二
三
年
三
月
に
は
公
安
部
長
兼
任
で
国
務
委
員
と
な
っ
た
。
公
安
・
司
法
な
ど
を
含
む
政
法
部
門
は
長

八
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ら
く
周
永
康
が
影
響
力
を
保
ち
、
習
近
平
に
よ
る
権
力
掌
握
が
遅
れ
て
い
た
分
野
と
も
さ
れ
る(

21
）。
第
二
期
習
近
平
政
権
で
は
反
腐
敗

闘
争
の
重
点
と
な
り
、
次
々
と
高
級
幹
部
が
摘
発
さ
れ
た
（
22
）。
王
小
洪
は
そ
う
し
た
重
要
で
あ
り
な
が
ら
掌
握
が
難
し
い
部
門
に
送
り

込
ま
れ
た
人
物
で
あ
り
、
深
く
信
頼
さ
れ
て
い
る
。

蔡
奇
は
習
近
平
人
脈
の
キ
ー
パ
ー
ソ
ン
の
一
人
だ
。
福
建
省
出
身
で
あ
り
、一
九
九
九
年
ま
で
福
建
省
に
勤
め
た
後
、浙
江
省
に
移
っ
た
。

習
近
平
と
知
り
合
っ
た
経
緯
は
必
ず
し
も
は
っ
き
り
し
な
い
が
、
蔡
奇
は
福
建
省
党
委
員
会
の
弁
公
庁
に
長
年
勤
め
た
た
め
、
そ
こ
で
同

省
党
委
員
会
常
務
委
員
や
副
書
記
を
務
め
て
い
た
習
近
平
と
交
流
が
あ
っ
た
も
の
と
推
測
で
き
る
。
蔡
奇
の
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
は
目
覚
ま

し
い
も
の
で
あ
り
、
習
近
平
の
支
持
が
あ
っ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
二
〇
一
四
年
、
新
設
の
中
央
国
家
安
全
委
員
会
の
弁
公
室
副
主

任
に
な
り
、
二
〇
一
六
年
に
は
、
中
央
委
員
で
も
中
央
候
補
委
員
で
も
な
い
一
般
党
員
で
あ
り
な
が
ら
、
異
例
の
抜
擢
を
受
け
て
北
京
市

長
と
な
っ
た
。
二
〇
一
七
年
以
降
は
、
北
京
の
ト
ッ
プ
で
あ
る
党
委
員
会
書
記
を
務
め
た
。
市
内
の
低
所
得
者
層
の
強
制
排
除
を
行
う
な

ど
、
必
ず
し
も
外
部
の
評
価
は
高
く
な
く
、
二
〇
二
二
年
の
党
大
会
前
は
、
最
高
指
導
部
の
有
力
候
補
と
し
て
名
前
が
挙
げ
ら
れ
る
こ
と

は
少
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
結
果
序
列
五
位
の
中
央
書
記
処
筆
頭
書
記
の
重
要
ポ
ス
ト
を
獲
得
し
た
。
さ
ら
に
、
二
〇
二
三
年
三
月
よ
り

中
央
弁
公
庁
主
任
を
兼
任
し
た
こ
と
は
広
く
驚
き
を
持
っ
て
受
け
止
め
ら
れ
た
。
中
央
弁
公
庁
は
党
の
中
央
委
員
会
の
事
務
機
構
で
あ
り
、

主
任
は
総
書
記
の
視
察
に
同
行
す
る
。
第
一
期
・
第
二
期
習
近
平
政
権
で
は
、栗
戦
書
、丁
薛
祥
と
側
近
が
主
任
を
務
め
て
い
た
。
従
来
は
、

中
央
委
員
、
せ
い
ぜ
い
政
治
局
委
員
が
務
め
る
役
職
だ
っ
た
。
二
〇
二
二
年
の
党
大
会
後
、
中
央
弁
公
庁
主
任
の
人
事
が
な
か
な
か
発
表

さ
れ
ず
、
注
目
さ
れ
て
い
た
が
、
異
例
の
最
高
指
導
部
メ
ン
バ
ー
で
あ
る
政
治
局
常
務
委
員
の
兼
任
と
な
っ
た
。
政
治
局
常
務
委
員
が
中

央
弁
公
庁
主
任
を
兼
任
す
る
の
は
、
文
化
大
革
命
直
後
の
汪
東
興
に
ま
で
遡
る
。
そ
れ
ほ
ど
ま
で
に
蔡
奇
に
対
す
る
習
近
平
の
信
頼
が
厚

い
と
い
え
る
。

浙
江
省
関
係
者

習
近
平
は
、
二
〇
〇
二
年
か
ら
二
〇
〇
七
年
ま
で
約
五
年
間
浙
江
省
の
党
委
員
会
書
記
を
務
め
た
。
習
近
平
人
脈
の
中
で
最
も
人
数
が

九
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多
く
、
重
要
な
地
位
を
占
め
て
い
る
の
は
浙
江
省
関
係
者
、
す
な
わ
ち
「
之
江
新
軍
」
で
あ
る
。
之
江
と
は
、
浙
江
省
最
大
の
河
川
で
あ

る
銭
塘
江
の
こ
と
で
あ
り
、
習
近
平
が
浙
江
省
党
委
員
会
書
記
在
任
中
に
『
浙
江
日
報
』
で
連
載
し
た
コ
ラ
ム
も
「
之
江
新
語
」
と
題
さ

れ
て
い
る
（
23
）。

浙
江
で
習
近
平
と
共
に
仕
事
を
し
て
、
後
に
昇
進
し
た
人
物
は
多
い
。
政
治
局
委
員
の
中
に
は
、
李
強(

国
務
院
総
理)

、
蔡
奇(

中
央

書
記
処
書
記
、
中
央
弁
公
庁
主
任)

、
陳
敏
爾(

天
津
市
党
委
員
会
書
記)

、
黄
坤
明(

広
東
省
党
委
員
会
書
記)

な
ど
が
い
る
。
そ
れ
以

外
に
も
、
夏
宝
龍(
国
務
院
香
港
マ
カ
オ
事
務
弁
公
室
主
任)

や
応
勇(

最
高
人
民
検
察
院
検
察
長)

、
鍾
紹
軍(

中
央
軍
事
委
員
会
弁
公

庁
主
任)

、
陳
一
新
（
国
家
安
全
部
長
）
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。
浙
江
省
関
係
者
は
比
較
的
若
く
、
二
〇
一
七
年
の
党
大
会
時
に
抜
擢
を

受
け
た
も
の
が
多
い
。
彼
ら
は
二
〇
二
二
年
の
党
大
会
で
さ
ら
に
昇
進
し
、
今
期
指
導
部
で
存
在
感
を
示
し
て
い
る
。

最
も
重
要
な
の
は
李
強
で
あ
る
。
李
強
は
省
党
委
員
会
秘
書
長
と
し
て
習
近
平
に
仕
え
、「
習
が
目
を
動
か
す
だ
け
で
、
何
を
求
め
て

い
る
の
か
李
に
は
分
か
る
。
そ
れ
ほ
ど
近
い
間
柄
だ
っ
た
」
と
言
わ
れ
る
ほ
ど
、
習
近
平
と
の
関
係
が
深
い（
24
）。
李
強
は
浙
江
農
業
大

学
寧
波
分
校
で
学
ん
だ
。
同
世
代
の
北
京
大
学
出
身
の
秀
才
で
あ
る
胡
春
華
な
ど
に
比
べ
る
と
高
学
歴
で
は
な
い
が
、
農
業
部
門
を
中
心

に
、
浙
江
省
内
の
各
都
市
で
キ
ャ
リ
ア
を
積
ん
だ
典
型
的
な
た
た
き
上
げ
で
あ
る
。
習
近
平
と
の
知
己
を
得
て
か
ら
は
、
浙
江
省
長
、
江

蘇
省
党
委
員
会
書
記
、
上
海
市
党
委
員
会
書
記
と
中
国
で
最
も
経
済
が
発
展
し
て
い
る
長
江
デ
ル
タ
の
重
要
地
域
の
指
導
者
を
務
め
、「
之

江
新
軍
」の
代
表
格
と
な
っ
た
。
二
〇
二
二
年
春
、コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
が
中
国
国
内
で
も
感
染
拡
大
す
る
中
、上
海
の
ロ
ッ

ク
ダ
ウ
ン
を
強
い
ら
れ
、
市
民
の
生
活
と
上
海
経
済
に
大
き
な
混
乱
を
及
ぼ
し
た
。
上
海
市
党
委
員
会
書
記
だ
っ
た
李
強
は
、
結
果
と
し

て
失
脚
す
る
こ
と
な
く
、
秋
の
党
大
会
で
最
高
指
導
部
入
り
を
果
た
し
た
（
25
）。

全
人
代
や
党
大
会
な
ど
の
重
要
会
議
の
際
、
党
の
最
高
指
導
部
は
壇
上
の
最
前
列
に
並
ん
で
座
る
。
李
克
強
在
任
中
、
習
近
平
の
隣
に

は
李
克
強
が
着
席
し
て
い
た
が
、十
年
の
間
で
、習
近
平
と
李
克
強
の
二
人
が
会
話
を
交
わ
す
場
面
は
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
か
っ
た
。
一
方
、

李
強
が
政
治
局
常
務
委
員
に
昇
進
し
た
後
、
習
近
平
と
李
強
が
親
し
げ
に
会
話
す
る
場
面
が
頻
繁
に
見
ら
れ
、
観
察
者
に
両
者
の
親
し
さ

を
見
せ
つ
け
て
い
る
。

一
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陳
敏
爾
も
重
要
な
人
物
で
あ
る
。
習
近
平
党
委
員
会
書
記
の
下
、
陳
敏
爾
は
浙
江
省
の
宣
伝
部
長
を
務
め
た
。
習
近
平
の
『
之
江
新

語
』
の
連
載
シ
リ
ー
ズ
の
仕
掛
け
人
と
し
て
知
ら
れ
る
（
26
）。
二
〇
一
二
年
以
降
、
貴
州
省
で
副
書
記
、
省
長
、
書
記
な
ど
を
経
て
、

二
〇
一
七
年
七
月
に
重
慶
市
党
委
員
会
書
記
に
移
っ
た
。
同
年
八
月
に
は
、
政
治
局
常
務
委
員
へ
の
昇
格
が
固
ま
り
、
次
期
最
高
指
導
者

に
内
定
し
た
と
日
本
の
メ
デ
ィ
ア
が
報
じ
た
が
（
27
）、
結
果
的
に
そ
れ
は
実
現
し
な
か
っ
た
。

五
年
間
に
わ
た
っ
て
重
慶
で
党
委
員
会
書
記
を
務
め
た
後
、
二
〇
二
二
年
の
党
大
会
に
お
い
て
、
陳
敏
爾
は
政
治
局
常
務
委
員
へ
の
昇

進
が
叶
わ
ず
、
天
津
市
党
委
員
会
書
記
に
横
滑
り
し
た
。
年
齢
を
考
え
る
と
、
二
〇
二
七
年
に
は
依
然
と
し
て
昇
進
の
可
能
性
は
残
る
が
、

天
津
は
経
済
の
停
滞
が
著
し
く
、
政
治
的
業
績
を
あ
げ
に
く
い
地
域
で
あ
る
た
め
、
チ
ャ
ン
ス
は
大
き
く
な
い
と
言
わ
れ
る
。
重
慶
で
は

十
年
間
で
薄
熙
来
と
孫
政
才
の
二
人
の
党
委
員
会
書
記
が
失
脚
し
た
。
問
題
の
多
い
地
域
と
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
対
応
に
習
近
平
の
信
頼

す
る
側
近
が
送
り
込
ま
れ
た
と
理
解
さ
れ
た
が
、
陳
敏
爾
は
習
近
平
が
満
足
で
き
る
成
果
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
よ
う
だ
。
習

近
平
の
側
近
と
見
做
さ
れ
、「
之
江
新
軍
」
の
中
心
人
物
と
さ
れ
て
き
た
が
、
存
在
感
は
急
速
に
低
下
し
て
い
る
。

他
に
も
、
鍾
紹
軍
や
陳
一
新
な
ど
、
軍
、
国
家
安
全
の
よ
う
な
習
近
平
が
強
い
関
心
を
持
つ
部
門
に
習
近
平
の
信
頼
で
き
る
浙
江
省
に

ゆ
か
り
を
も
つ
追
従
者
が
配
置
さ
れ
て
い
る
。

上
海
市
関
係
者

二
〇
〇
六
年
秋
に
陳
良
宇
上
海
市
党
委
員
会
書
記
が
摘
発
さ
れ
た
後
、
二
〇
〇
七
年
の
春
に
習
近
平
が
上
海
に
移
っ
た
。
習
近
平
が
上

海
に
勤
め
た
の
は
第
十
七
回
党
大
会
前
の
半
年
し
か
な
い
が
、
そ
こ
で
も
人
脈
を
広
げ
、
何
人
か
の
部
下
は
昇
進
を
続
け
て
い
る
。
代
表

的
な
の
は
、
丁
薛
祥
（
国
務
院
副
総
理
）
で
あ
る
（
28
）。
丁
薛
祥
は
習
近
平
書
記
の
下
で
上
海
市
の
秘
書
長
を
務
め
、
二
〇
一
三
年
以
降

は
中
央
弁
公
庁
に
移
り
、
習
近
平
弁
公
室
の
主
任
を
務
め
た
側
近
中
の
側
近
で
あ
る
。
政
治
局
入
り
を
し
た
後
も
、
積
極
的
に
習
近
平
を

支
え
、
二
〇
一
八
年
に
は
栗
戦
書
と
並
ん
で
習
近
平
の
権
威
強
化
に
努
め
た
（
29
）。

丁
薛
祥
は
第
十
九
期
中
央
政
治
局
の
中
で
も
年
齢
が
若
く
、
習
近
平
と
の
関
係
性
か
ら
、
二
〇
二
二
年
に
政
治
局
常
務
委
員
へ
の
昇
進

一
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は
確
実
視
さ
れ
て
い
た
が
、
行
政
経
験
が
な
い
た
め
、
中
央
書
記
処
書
記
や
中
央
規
律
検
査
委
員
会
書
記
な
ど
、
党
務
の
役
職
に
就
く
と

予
想
さ
れ
て
い
た
（
30
）。
し
か
し
、
大
方
の
予
想
に
反
し
て
、
国
務
院
副
総
理
に
抜
擢
さ
れ
た
。

他
に
は
、
第
十
九
期
指
導
部
に
お
い
て
、
中
央
規
律
検
査
委
員
会
副
書
記
兼
国
家
監
察
委
員
会
主
任
を
務
め
た
楊
暁
渡
も
習
近
平
の
上

海
時
代
の
部
下
で
あ
る
。

上
海
市
関
係
者
に
つ
い
て
は
、
韓
正
に
も
言
及
す
る
必
要
が
あ
る
（
31
）。
韓
正
は
政
治
局
常
務
委
員
と
し
て
中
央
入
り
す
る
ま
で
一
貫

し
て
江
沢
民
の
権
力
基
盤
で
あ
る
上
海
に
勤
め
て
い
た
。
か
つ
て
共
青
団
上
海
市
委
員
会
書
記
を
務
め
た
こ
と
が
あ
り
、
胡
錦
濤
と
も
関

係
が
あ
る
と
も
言
わ
れ
る
。
そ
し
て
、
習
近
平
が
上
海
市
党
委
員
会
書
記
を
務
め
て
い
た
時
の
上
海
市
長
で
も
あ
る
。
韓
正
は
江
沢
民
、

胡
錦
濤
、
習
近
平
三
代
の
総
書
記
と
ゆ
か
り
を
持
つ
稀
有
な
人
物
で
あ
る
。
一
般
的
に
習
近
平
の
人
脈
に
は
含
ま
れ
な
い
が
、
習
近
平
と

の
関
係
も
良
好
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
二
〇
二
二
年
の
党
大
会
で
政
治
局
常
務
委
員
を
退
任
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
二
〇
二
三
年
春
の
全

人
代
で
国
家
副
主
席
に
選
出
さ
れ
た
こ
と
か
ら
も
そ
れ
は
明
ら
か
で
あ
る
。

旧
南
京
軍
区
関
係
者

今
日
の
中
国
の
政
治
指
導
者
の
中
で
、
習
近
平
に
際
立
つ
特
徴
は
、
軍
と
の
関
係
の
深
さ
で
あ
る
。
一
九
七
九
年
に
清
華
大
学
を
卒
業

し
た
後
、社
会
人
と
な
っ
た
習
近
平
の
最
初
の
職
務
は
、国
務
院
弁
公
庁
、中
央
軍
事
委
員
会
弁
公
庁
秘
書
で
あ
っ
た
。
よ
り
具
体
的
に
は
、

中
央
軍
事
委
員
会
秘
書
長
で
あ
っ
た
耿

の
秘
書
で
あ
っ
た
。
習
近
平
の
公
式
略
歴
に
は
、
こ
の
時
期
の
経
歴
に
つ
い
て
、「
現
役
」
と
い

う
記
述
が
あ
る
。
こ
れ
は
す
な
わ
ち
、
軍
籍
を
持
つ
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
習
近
平
は
そ
れ
以
後
も
ほ
と
ん
ど
の
期
間
に
お
い
て
、
勤
務

地
の
軍
関
連
の
役
職
も
兼
任
し
、一
貫
し
て
軍
と
の
関
係
を
維
持
し
て
き
た
（
32
）。
ま
た
、妻
の
彭
麗
媛
も
軍
に
所
属
す
る
有
名
歌
手
で
あ
っ

た
。習

近
平
は
、
キ
ャ
リ
ア
の
大
半
を
福
建
省
、
浙
江
省
、
上
海
市
で
過
ご
し
た
。
こ
れ
ら
地
域
は
、
い
ず
れ
も
旧
南
京
軍
区(

現
東
部
戦

区)

の
管
轄
内
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
習
近
平
は
、
軍
の
中
で
も
旧
南
京
軍
区
と
強
い
つ
な
が
り
を
持
つ
と
言
わ
れ
る
。『
朝
日
新
聞
』
は
、

一
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そ
の
中
で
も
、
苗
華(

政
治
工
作
部
主
任)

、
戚
建
国
（
元
副
参
謀
長
）、
王
寧
（
元
武
装
警
察
部
隊
司
令
員
）、
韓
衛
国(

元
陸
軍
司
令
員)

、

丁
来
杭(

元
空
軍
司
令
員)

な
ど
を
紹
介
し
、
習
近
平
と
南
京
軍
区
出
身
者
と
の
繋
が
り
を
強
調
し
て
い
る
（
33
）。

二
〇
二
二
年
の
党
大
会
後
に
発
足
し
た
新
指
導
部
で
は
、
制
服
組
ト
ッ
プ
の
中
央
軍
事
委
員
会
副
主
席
に
張
又
侠
が
定
年
を
超
え
て
留

任
し
た
ほ
か
、
何
衛
東
が
新
た
に
昇
格
し
た
。
何
衛
東
は
苗
華
と
同
じ
く
台
湾
方
面
を
担
う
第
三
十
一
集
団
軍
の
出
身
で
あ
り
、
台
湾
方

面
を
管
轄
す
る
東
部
戦
区
（
旧
南
京
軍
区
）
の
司
令
官
を
務
め
た
経
験
も
あ
る
（
34
）。
こ
の
よ
う
に
、
台
湾
方
面
に
関
わ
り
を
持
つ
将
軍

が
多
い
た
め
、
新
し
い
軍
指
導
部
が
台
湾
シ
フ
ト
と
言
わ
れ
る
こ
と
も
多
い
。

そ
の
他

習
近
平
の
人
脈
は
主
に
上
述
の
八
つ
の
系
統
か
ら
構
成
さ
れ
る
。
た
だ
、
習
近
平
は
そ
れ
ら
以
外
に
も
多
く
の
追
従
者
を
得
て
い
る
。

過
去
の
キ
ャ
リ
ア
に
お
い
て
は
必
ず
し
も
直
接
的
な
上
司
部
下
関
係
は
な
か
っ
た
も
の
の
、
習
近
平
が
国
家
指
導
者
に
な
っ
て
か
ら
忠
誠

を
誓
っ
た
人
物
も
少
な
く
な
い
。
現
在
の
最
高
指
導
部
で
は
、
趙
楽
際
、
王
滬
寧
、
李
希
な
ど
が
代
表
的
だ
ろ
う
（
35
）。
政
治
局
委
員
で
は
、

李
鴻
忠
（
全
人
代
常
務
委
員
会
副
委
員
長
）
も
早
く
か
ら
習
近
平
に
忠
誠
を
誓
っ
た
。
彼
ら
は
習
近
平
の
権
力
と
権
威
の
強
化
に
貢
献
し

て
き
た
。

劉
鶴
（
元
副
総
理
）
は
経
済
通
で
あ
り
、
か
つ
て
習
近
平
が
ア
メ
リ
カ
の
ド
ニ
ロ
ン
大
統
領
補
佐
官
に
「
彼
は
私
に
と
っ
て
と
て
も
重

要
で
す
」
と
紹
介
し
た
こ
と
で
知
ら
れ
る
（
36
）。
劉
鶴
と
習
近
平
が
同
じ
中
学
に
通
っ
た
と
す
る
見
方
も
あ
る
が
、
そ
れ
は
間
違
い
で
あ

る
（
37
）。
両
者
が
実
際
に
ど
の
よ
う
に
知
り
合
っ
た
の
か
は
不
明
だ
が
、
劉
鶴
が
習
近
平
の
経
済
ブ
レ
ー
ン
で
あ
る
こ
と
は
専
門
家
の
共

通
認
識
で
あ
る
。
二
〇
二
二
年
の
党
大
会
で
中
央
委
員
を
退
任
し
、
二
〇
二
三
年
の
全
人
代
で
副
総
理
か
ら
も
退
任
し
た
が
、
そ
の
後
も

経
済
や
金
融
の
分
野
で
影
響
を
持
っ
て
い
る
と
い
う
報
道
が
あ
る
（
38
）。

近
年
、
中
国
の
エ
リ
ー
ト
政
治
に
「
航
空
宇
宙
閥
」、「
軍
工
閥
」
が
出
現
し
て
い
る
と
い
う
見
方
も
あ
る
。
二
十
期
指
導
部
の
中
で
は
、

馬
興
瑞
（
新
疆
ウ
イ
グ
ル
自
治
区
党
委
員
会
書
記
）、袁
家
軍
（
重
慶
市
党
委
員
会
書
記
）、張
国
清
（
副
総
理
）、李
幹
傑
（
中
央
組
織
部
部
長
）

一
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な
ど
が
そ
れ
に
当
た
る
。
習
近
平
は
キ
ャ
リ
ア
の
中
で
、
こ
う
し
た
航
空
宇
宙
産
業
や
軍
事
産
業
と
特
別
な
紐
帯
は
有
し
て
い
な
い
。
こ

れ
ら
の
幹
部
の
抜
擢
は
、
習
近
平
の
派
閥
と
し
て
の
人
脈
と
い
う
よ
り
も
、
テ
ク
ノ
ク
ラ
ー
ト
と
し
て
高
く
評
価
さ
れ
た
結
果
、
重
用
さ

れ
た
と
理
解
す
べ
き
で
あ
る
。
と
は
い
え
、
習
近
平
が
そ
う
し
た
専
門
的
知
見
を
背
景
に
持
つ
人
物
を
好
ん
で
抜
擢
し
て
い
る
こ
と
は
事

実
で
あ
る
。

二
、
習
近
平
勢
力
の
質
的
変
化

上
述
の
よ
う
に
、
習
近
平
は
多
方
面
に
わ
た
る
人
脈
を
有
し
、
巨
大
な
派
閥
を
中
央
に
築
き
上
げ
て
い
る
。
こ
の
多
様
な
人
脈
を
ど
の

よ
う
に
理
解
す
れ
ば
い
い
だ
ろ
う
か
。
筆
者
は
、
習
近
平
と
そ
の
追
従
者
た
ち
の
関
係
性
に
注
目
し
て
、
習
近
平
を
支
え
る
人
脈
の
中
心

が
同
世
代
の
友
人
か
ら
か
つ
て
の
部
下
へ
と
徐
々
に
推
移
し
て
い
っ
た
こ
と
を
重
視
す
る
。
そ
れ
は
習
近
平
の
政
治
運
営
に
も
大
き
な
影

響
を
及
ぼ
す
も
の
で
あ
る
。

　
旧
い
友
人
と
権
力
基
盤
の
強
化

二
〇
一
二
年
の
習
近
平
政
権
発
足
当
時
、
習
近
平
は
権
力
基
盤
が
弱
く
、
安
定
的
な
政
権
運
営
が
難
し
い
と
思
わ
れ
て
い
た
。
二
期
十

年
の
最
高
指
導
者
の
定
期
的
な
交
代
が
定
着
し
た
結
果
、
総
書
記
が
健
康
な
状
態
で
気
力
を
残
し
た
ま
ま
退
任
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
胡

錦
濤
は
江
沢
民
の
介
入
に
悩
ま
さ
れ
、
思
い
通
り
の
政
治
を
行
う
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
習
近
平
政
権
で
は
、
江
沢
民
と
胡
錦
濤
の
二

人
の
元
総
書
記
が
健
在
で
あ
り
、
習
近
平
は
彼
ら
の
介
入
に
悩
ま
さ
れ
る
と
予
想
さ
れ
た
。
習
近
平
を
「
共
産
中
国
最
弱
の
帝
王
」
と
呼

ぶ
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
も
い
た
（
39
）。

し
か
し
、
結
果
的
に
大
方
の
予
想
を
裏
切
っ
て
、
習
近
平
は
急
速
に
権
力
を
掌
握
す
る
こ
と
に
成
功
し
た
。
第
一
期
政
権
に
お
い
て
最

も
重
要
だ
っ
た
の
は
、反
腐
敗
闘
争
の
成
功
で
あ
る
。
習
近
平
は
就
任
直
後
の
政
治
局
集
団
学
習
会
で
早
速「
腐
敗
問
題
が
深
刻
に
な
れ
ば
、

最
終
的
に
は
必
然
的
に
亡
党
亡
国
と
な
っ
て
し
ま
う
」
と
腐
敗
に
対
す
る
危
機
感
を
表
し
た
（
40
）。
二
〇
一
三
年
一
月
に
は
、「
虎
も
ハ
エ

一
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も
叩
く
」
と
言
っ
て
反
腐
敗
闘
争
の
火
蓋
が
切
ら
れ
た
（
41
）。
従
来
汚
職
腐
敗
を
司
る
中
央
規
律
検
査
委
員
会
は
さ
ほ
ど
活
発
な
活
動
を

し
て
い
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
習
近
平
は
こ
の
組
織
を
存
分
に
利
用
し
、
腐
敗
の
咎
で
政
敵
を
次
か
ら
次
に
排
除
し
て
い
っ
た
。

二
〇
一
二
年
秋
、
総
書
記
に
就
任
し
た
ば
か
り
の
習
近
平
は
自
ら
の
信
頼
で
き
る
部
下
を
各
部
門
に
配
置
す
る
ほ
ど
の
権
力
を
有
し
て

お
ら
ず
、
中
央
に
お
け
る
人
脈
は
限
ら
れ
た
。
そ
の
中
で
、
旧
い
友
人
で
あ
る
王
岐
山
と
劉
源
が
大
活
躍
し
、
反
腐
敗
闘
争
を
推
し
進
め

た
。
党
で
は
周
永
康
元
政
治
局
常
務
委
員
と
そ
れ
に
連
な
る
石
油
部
門
、政
法
部
門
、四
川
省
関
係
者
が
次
々
と
摘
発
を
受
け
た
。
軍
で
は
、

胡
錦
濤
政
権
の
制
服
組
ト
ッ
プ
の
中
央
軍
事
委
委
員
会
副
主
席
だ
っ
た
徐
才
厚
と
郭
伯
雄
の
二
人
が
摘
発
さ
れ
た
。

反
腐
敗
闘
争
は
、単
に
政
敵
を
排
除
し
た
の
み
な
ら
ず
、他
の
政
治
エ
リ
ー
ト
に
対
す
る「
殺
鶏

猴（
鶏
を
殺
し
て
猿
に
見
せ
つ
け
る
）」

の
威
嚇
効
果
も
あ
っ
た
。
ま
た
、
失
脚
者
の
後
釜
に
は
習
近
平
に
近
い
人
物
が
据
え
ら
れ
、
同
時
に
習
近
平
勢
力
の
拡
張
も
進
め
ら
れ
た
。

人
事
を
司
る
中
央
組
織
部
で
は
趙
楽
際
が
部
長
を
務
め
、
清
華
大
学
の
ル
ー
ム
メ
イ
ト
で
あ
っ
た
陳
希
が
二
〇
一
三
年
か
ら
副
部
長
を
務

め
て
い
た
。
彼
ら
の
役
割
も
ま
た
重
要
だ
っ
た
。

他
に
、
党
中
央
で
は
河
北
省
で
縁
故
を
得
た
栗
戦
書
が
中
央
弁
公
庁
主
任
と
し
て
習
近
平
を
支
え
、
経
済
政
策
で
は
劉
鶴
が
ブ
レ
ー
ン

と
な
っ
た
。

第
一
期
政
権
で
は
、
こ
の
よ
う
に
習
近
平
と
年
齢
が
近
い
旧
い
友
人
が
習
近
平
の
人
脈
の
中
心
と
な
り
、
権
力
確
立
に
貢
献
し
た
。
彼

ら
は
紅
二
代
、
下
放
中
に
陝
西
省
で
出
会
っ
た
者
大
学
の
学
友
や
、
河
北
省
時
代
の
同
僚
な
ど
だ
っ
た
。

旧
部
下
の
抜
擢

福
建
省
、
浙
江
省
、
上
海
市
時
代
の
部
下
た
ち
は
習
近
平
よ
り
数
歳
か
ら
十
歳
程
度
若
い
者
が
多
い
。
彼
ら
の
同
世
代
で
は
胡
春
華
や

孫
政
才
の
よ
う
に
早
く
か
ら
抜
擢
を
受
け
て
政
治
局
入
り
し
て
い
た
者
も
い
た
が
、
第
一
期
習
近
平
政
権
に
お
い
て
、
習
近
平
に
近
い
者

た
ち
は
、
多
く
が
中
央
候
補
委
員
や
一
般
党
員
だ
っ
た
。
習
近
平
は
彼
ら
を
次
々
に
引
き
上
げ
て
い
っ
た
。
上
で
も
言
及
し
た
よ
う
に
、

典
型
例
は
蔡
奇
で
あ
り
、
一
般
党
員
で
あ
り
な
が
ら
北
京
市
長
に
抜
擢
さ
れ
た
。
習
近
平
の
秘
書
と
し
て
、
丁
薛
祥
も
二
〇
一
三
年
以
降

一
五
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中
央
弁
公
庁
副
主
任
を
務
め
た
。

こ
う
し
た
旧
部
下
は
二
〇
一
七
年
の
党
大
会
で
一
挙
し
て
政
治
局
に
昇
進
し
、
習
近
平
は
一
大
勢
力
を
形
成
し
た
。
側
近
の
栗
戦
書
は

最
高
指
導
部
で
あ
る
政
治
局
常
務
委
員
会
入
り
を
果
た
し
、
全
人
代
常
務
委
員
長
と
な
っ
た
。
政
治
局
で
み
れ
ば
、
党
の
重
要
部
門
で
あ

る
中
央
弁
公
庁
主
任
を
丁
薛
祥
、
中
央
宣
伝
部
長
を
黄
坤
明
、
中
央
組
織
部
長
を
陳
希
が
掌
握
し
た
。
政
府
で
あ
る
国
務
院
で
も
、
劉
鶴

が
経
済
・
金
融
担
当
の
副
総
理
と
な
っ
た
。
重
要
地
方
の
党
委
員
会
書
記
に
は
、
蔡
奇
（
北
京
）
李
強
（
上
海
）、
陳
敏
爾
（
重
慶
）
な

ど
の
側
近
が
配
置
さ
れ
、
広
東
の
李
希
や
天
津
の
李
鴻
忠
も
習
近
平
と
は
直
接
的
な
縁
故
が
な
い
な
が
ら
も
、
習
近
平
に
忠
誠
を
誓
っ
て

い
る
人
物
だ
。
軍
に
つ
い
て
も
、
張
又
侠
は
習
近
平
と
関
係
が
深
く
、
も
う
一
人
の
中
央
軍
事
委
員
会
主
席
で
あ
っ
た
許
其
亮
も
習
近
平

が
抜
擢
し
た
人
物
だ
。
習
近
平
の
旧
い
部
下
は
、
そ
れ
ま
で
江
沢
民
と
胡
錦
濤
に
よ
っ
て
育
成
さ
れ
て
き
た
人
材
を
ご
ぼ
う
抜
き
に
し
て
、

急
速
に
台
頭
し
た
。

二
〇
一
七
年
か
ら
二
〇
二
二
年
の
第
二
期
政
権
に
お
い
て
は
、
反
腐
敗
闘
争
で
中
心
的
な
役
割
を
果
た
し
た
王
岐
山
が
高
齢
の
た
め
政

治
局
常
務
委
員
か
ら
は
退
任
し
た
も
の
の
、
国
家
副
主
席
に
留
ま
っ
た
。
習
近
平
と
関
係
が
深
い
人
物
で
言
え
ば
、
劉
源
の
み
が
引
退
し

た
（
た
だ
し
、
劉
源
も
二
〇
一
八
年
か
ら
二
〇
二
三
年
ま
で
、
全
人
代
の
財
政
経
済
委
員
会
副
主
任
委
員
と
い
う
半
引
退
ポ
ス
ト
に
あ
っ

た
）。
劉
鶴
や
陳
希
な
ど
、
同
世
代
の
幹
部
も
ま
だ
在
任
し
て
い
た
。

二
〇
一
七
年
に
発
足
し
た
第
十
九
期
指
導
部
で
は
、
政
治
局
常
務
委
員
会
に
習
近
平
の
後
継
者
と
な
る
人
物
が
い
な
か
っ
た
。

二
〇
一
八
年
春
の
全
人
代
で
、
憲
法
の
修
正
が
行
わ
れ
、
国
家
主
席
の
任
期
制
限
が
撤
廃
さ
れ
た
。
こ
の
頃
か
ら
習
近
平
は
二
〇
二
二
年

の
党
大
会
で
も
留
任
す
る
つ
も
り
だ
と
広
く
認
識
さ
れ
た
。
お
そ
ら
く
習
近
平
に
近
い
者
た
ち
が
次
の
指
導
部
の
中
心
に
な
る
だ
ろ
う
と

も
広
く
予
想
さ
れ
た
。
二
〇
二
二
年
、
果
た
し
て
そ
の
通
り
に
な
っ
た
。

第
三
期
政
権
に
お
け
る
外
様
の
重
用

二
〇
二
二
年
の
党
大
会
は
、
習
近
平
が
人
事
に
お
い
て
完
全
勝
利
を
遂
げ
た
大
会
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
る
。
最
高
指
導
部
は
習
近
平
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に
忠
誠
を
誓
う
者
に
よ
っ
て
固
め
ら
れ
（
42
）、
政
治
局
に
も
習
近
平
と
明
ら
か
に
距
離
を
置
い
て
い
る
人
物
は
い
な
い
。
そ
れ
は
事
実
で

あ
る
が
、
同
時
に
習
近
平
勢
力
は
大
き
く
質
的
に
変
化
し
て
い
る
。
一
九
五
三
年
生
ま
れ
の
習
近
平
は
二
〇
二
二
年
の
党
大
会
時
点
で

六
十
九
歳
で
あ
り
、
こ
れ
ま
で
の
六
八
歳
定
年
制
の
不
文
律
に
従
え
ば
、
党
大
会
で
退
任
す
る
は
ず
だ
っ
た
。
習
近
平
は
定
年
を
打
破
し

て
、
異
例
の
留
任
を
果
た
し
た
も
の
の
、
こ
の
定
年
ル
ー
ル
を
完
全
撤
廃
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
習
近
平
、
張
又
侠
、
王
毅
の
三
つ
の

例
外
を
除
い
て
、
六
十
八
歳
以
上
の
幹
部
は
一
律
中
央
委
員
に
再
選
さ
れ
ず
、
引
退
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
習
近
平
の
友
人
に
つ
い
て
も
、

栗
戦
書
や
陳
希
、
劉
鶴
な
ど
、
習
近
平
を
支
え
た
面
々
が
退
任
し
た
。
習
近
平
は
、
友
人
で
は
な
く
か
つ
て
部
下
と
し
て
自
ら
を
支
え
た

幹
部
た
ち
に
囲
ま
れ
た
状
態
と
な
っ
て
い
る
。
党
務
は
蔡
奇
が
司
り
、
政
府
に
は
、
李
強
、
丁
薛
祥
、
何
立
峰
と
自
ら
の
人
脈
の
中
心
と

な
る
三
つ
の
系
統
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
配
置
し
た
。

李
強
や
蔡
奇
、
丁
薛
祥
な
ど
は
地
方
幹
部
時
代
に
部
下
と
し
て
直
接
交
流
し
て
き
た
。
一
緒
に
仕
事
し
、
視
察
に
出
か
け
、
食
事
や
酒

を
共
に
し
て
き
た
。
最
も
信
頼
で
き
る
者
た
ち
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
実
は
そ
う
し
た
習
近
平
の
信
頼
で
き
る
旧
部
下
も
ほ
と
ん
ど
が
す
で

に
抜
擢
さ
れ
尽
く
し
て
い
る
。
第
二
十
期
の
政
治
局
に
は
、
習
近
平
と
は
必
ず
し
も
直
接
的
な
交
流
は
深
く
な
い
が
、
現
時
点
で
は
忠
誠

を
誓
っ
て
い
る
人
物
が
多
く
選
出
さ
れ
た
。
石
泰
峰
（
中
央
統
一
戦
線
工
作
部
長
）
や
李
書
磊
（
中
央
宣
伝
部
長
）
は
習
近
平
が
中
央
党

校
の
校
長
だ
っ
た
時
期
に
副
校
長
を
務
め
て
い
た
が
、す
で
に
習
近
平
が
最
高
指
導
部
に
入
り
、事
実
上
次
期
総
書
記
に
内
定
し
た
後
だ
っ

た
。
馬
興
瑞
や
袁
家
軍
な
ど
の
い
わ
ゆ
る
航
空
宇
宙
系
・
軍
工
系
も
同
様
に
、
直
接
的
な
縁
故
は
な
い
。
今
期
の
指
導
部
に
は
明
ら
か
に

習
近
平
と
距
離
が
あ
る
人
物
は
い
な
い
も
の
の
、
習
近
平
と
直
接
縁
故
が
あ
る
人
数
で
言
え
ば
、
実
は
第
十
九
期
指
導
部
の
方
が
多
い
。

こ
の
よ
う
に
、
習
近
平
の
人
脈
は
す
で
に
動
員
し
尽
く
さ
れ
て
お
り
、
第
三
期
の
習
近
平
政
権
は
、
側
近
の
み
な
ら
ず
外
様
を
重
用
し

て
い
る
、
い
や
重
用
せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
は
江
沢
民
も
同
様
だ
っ
た
。
江
沢
民
は
上
海
を
権
力
基

盤
と
し
て
、
そ
の
勢
力
は
上
海
閥
と
し
て
知
ら
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
二
〇
〇
六
に
陳
良
宇
上
海
市
党
委
員
会
書
記
が
摘
発
さ
れ
、
後
任

に
は
習
近
平
が
選
ば
れ
た
。
胡
錦
濤
と
の
権
力
闘
争
の
中
で
、
妥
協
の
結
果
と
し
て
、
消
去
法
的
に
選
ば
れ
た
人
事
で
あ
り
、
習
近
平
は

江
沢
民
の
直
属
の
部
下
で
は
な
か
っ
た
し
、
直
接
的
な
交
流
も
あ
ま
り
な
か
っ
た
。
二
〇
一
二
年
の
党
大
会
後
に
発
足
し
た
第
十
八
期
指
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導
部
も
、
人
事
が
明
ら
か
に
な
っ
た
時
は
江
沢
民
の
影
響
が
残
さ
れ
た
と
広
く
認
識
さ
れ
た
も
の
の
、
そ
の
後
、
江
沢
民
の
存
在
感
は
急

速
に
低
下
し
て
い
っ
た
。
張
徳
江
、
劉
雲
山
、
張
高
麗
な
ど
の
政
治
局
常
務
委
員
た
ち
は
、
江
沢
民
と
胡
錦
濤
の
対
立
構
図
の
中
で
は
、

ど
ち
ら
か
と
い
う
江
沢
民
に
よ
り
近
い
と
言
え
た
も
の
の
、
習
近
平
と
対
立
的
な
関
係
で
は
な
か
っ
た
。
習
近
平
総
書
記
へ
の
権
力
集
中

が
進
む
中
で
、
彼
ら
が
江
沢
民
の
代
理
人
と
し
て
振
る
舞
う
メ
リ
ッ
ト
は
小
さ
く
、
習
近
平
と
い
う
勝
馬
に
乗
る
の
が
自
然
で
あ
っ
た
。

政
治
エ
リ
ー
ト
同
士
の
つ
な
が
り
は
、
多
分
に
個
人
的
な
経
験
と
交
流
に
基
づ
く
私
的
な
信
頼
関
係
に
因
る
。
こ
の
よ
う
な
信
頼
関
係
を

国
家
指
導
者
と
な
っ
た
後
に
、
年
齢
が
大
き
く
離
れ
た
部
下
と
築
く
こ
と
は
難
し
い
。
江
沢
民
は
一
九
八
九
年
に
上
海
を
離
れ
て
、
北
京

の
党
中
央
に
移
っ
た
。
そ
こ
か
ら
二
十
年
以
上
に
わ
た
っ
て
人
脈
を
継
承
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
っ
た
。
習
近
平
も
同
様
の
状
況
に
直
面

し
て
い
る
。

三
、
習
近
平
政
権
が
抱
え
る
リ
ス
ク

二
〇
二
二
年
に
発
足
し
た
政
治
局
常
務
委
員
会
に
も
習
近
平
の
後
継
者
と
な
る
人
物
は
い
な
い
。
習
近
平
は
二
〇
二
七
年
の
第
二
十
一

回
党
大
会
に
お
い
て
も
最
高
指
導
者
に
留
任
す
る
可
能
性
が
高
い
。
習
近
平
政
権
が
第
三
期
へ
と
入
っ
た
こ
と
に
伴
う
最
大
の
問
題
は
、

従
来
の
慣
習
が
次
か
ら
次
に
打
破
さ
れ
、
予
測
可
能
性
が
急
速
に
低
下
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
特
に
重
要
な
の
は
、
六
十
八
歳
定
年

と
い
う
不
文
律
の
崩
壊
で
あ
る
。
現
時
点
で
は
、
習
近
平
を
含
め
例
外
は
少
数
で
は
あ
る
も
の
の
、
す
で
に
生
じ
て
い
る
。
次
の
党
大

会
で
さ
ら
に
例
外
が
増
え
る
の
か
、
そ
れ
と
も
も
は
や
定
年
の
不
文
律
が
完
全
に
撤
廃
さ
れ
る
の
か
は
現
時
点
で
は
明
ら
か
で
は
な
い
。

一
九
五
九
年
生
ま
れ
の
李
強
総
理
や
、
一
九
五
五
年
生
ま
れ
の
蔡
奇
は
、
従
来
の
定
年
ル
ー
ル
に
従
え
ば
次
の
党
大
会
後
に
引
退
す
る
。

し
か
し
、
習
近
平
が
彼
ら
を
留
任
さ
せ
る
可
能
性
は
当
然
考
え
ら
れ
る
。

何
よ
り
重
要
な
の
は
、
習
近
平
が
い
つ
ま
で
最
高
指
導
者
を
務
め
る
の
か
が
明
ら
か
で
な
い
と
い
う
問
題
だ
。
従
来
の
二
期
十
年
と
い

う
慣
習
を
す
で
に
打
破
さ
れ
、
定
期
的
な
権
力
交
代
は
過
去
の
も
の
と
な
っ
た
。
次
の
権
力
交
代
時
期
が
不
明
で
あ
る
こ
と
に
伴
う
リ
ス

ク
は
大
き
い
。
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こ
こ
で
は
、
エ
リ
ー
ト
政
治
の
観
点
か
ら
、
習
近
平
政
権
が
抱
え
る
問
題
を
整
理
す
る
。

政
策
の
硬
直
化
リ
ス
ク

習
近
平
政
権
の
下
で
、
中
国
共
産
党
政
権
は
急
速
に
個
人
支
配
化
が
進
ん
で
い
る
。
個
人
支
配
体
制
の
最
大
の
リ
ス
ク
は
、
政
策
決
定

の
権
限
が
過
度
に
個
人
に
集
中
す
る
こ
と
で
あ
る
。
政
策
を
め
ぐ
る
議
論
が
お
ざ
な
り
に
さ
れ
、
最
高
指
導
者
の
誤
っ
た
政
策
判
断
を
糺

す
こ
と
が
難
し
く
な
る
。
毛
沢
東
時
代
の
大
躍
進
政
策
や
文
化
大
革
命
は
個
人
支
配
体
制
の
失
敗
の
典
型
例
で
あ
る
。

習
近
平
政
権
で
も
そ
の
よ
う
な
リ
ス
ク
が
顕
在
化
し
て
い
る
。
役
人
た
ち
は
指
示
待
ち
し
、
習
近
平
の
判
断
な
し
に
は
物
事
が
進
ま
な

い
と
い
う
状
況
が
生
ま
れ
て
い
る
。
二
〇
一
九
年
末
に
発
生
し
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
に
対
し
て
、
二
〇
二
〇
年
初
、
湖

北
省
と
武
漢
市
は
有
効
な
対
策
を
と
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
一
月
二
十
日
に
習
近
平
の
指
示
が
伝
え
ら
れ
る
と
、
武
漢
市
の
都
市
封

鎖
、
公
共
交
通
の
停
止
な
ど
強
制
的
か
つ
大
規
模
な
封
じ
込
め
が
行
わ
れ
た
（
43
）。

習
近
平
の
人
脈
の
質
的
変
化
が
政
策
決
定
過
程
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
て
い
る
の
か
に
つ
い
て
、
断
定
的
に
論
じ
る
に
は
情
報
が

不
足
し
て
い
る
。
指
導
部
内
抵
抗
勢
力
は
お
ら
ず
、
政
策
決
定
に
お
い
て
習
近
平
個
人
の
世
界
観
や
政
策
選
好
が
こ
れ
ま
で
以
上
に
決
定

的
な
要
因
と
な
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
王
岐
山
や
栗
戦
書
、
陳
希
、
劉
鶴
な
ど
の
同
年
代
の
友
人
が
引
退
し
た
こ
と
で
、
習
近
平
が
旧

い
部
下
に
囲
ま
れ
、
イ
エ
ス
マ
ン
ば
か
り
に
な
っ
て
し
ま
う
と
い
う
リ
ス
ク
が
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
が
正
し
け
れ
ば
、
政
策
の
硬
直
化
リ

ス
ク
が
こ
れ
ま
で
以
上
に
高
ま
る
こ
と
と
な
る
。

し
か
し
、
習
近
平
と
そ
の
追
従
者
た
ち
の
関
係
性
が
実
際
に
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
の
か
は
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
。
親
密
で

あ
る
か
ら
こ
そ
信
頼
し
あ
い
、
部
下
が
習
近
平
に
諫
言
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
可
能
性
も
あ
る
。
二
〇
二
二
年
冬
、
中
国
は
三
年
近
く
に

わ
た
っ
て
維
持
し
て
い
た
い
わ
ゆ
る
ゼ
ロ
コ
ロ
ナ
政
策
を
突
如
放
棄
し
た
。
感
染
力
の
強
い
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
を
封
じ
込
め
る
こ
と
が
事
実

上
不
可
能
だ
っ
た
こ
と
に
加
え
、
経
済
へ
の
ダ
メ
ー
ジ
も
大
き
か
っ
た
こ
と
な
ど
、
こ
の
政
策
転
換
に
は
い
く
つ
か
の
要
因
が
あ
る
も
の

の
、
習
近
平
の
判
断
が
あ
っ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
ロ
イ
タ
ー
通
信
は
、
こ
の
政
策
転
換
に
お
い
て
、
李
強
が
決
定
的
な
役
割
を
果
た
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し
た
と
報
じ
た
（
44
）。
他
社
は
こ
の
報
道
に
追
随
し
て
お
ら
ず
、
こ
れ
が
事
実
で
あ
る
の
か
は
不
明
だ
が
、
一
連
の
政
策
転
換
に
お
い
て
、

党
の
序
列
二
位
の
李
強
の
役
割
が
な
か
っ
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
李
強
が
習
近
平
に
政
策
転
換
を
求
め
た
可
能
性
は
十
分
考
え
ら
れ
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
第
三
期
習
近
平
政
権
に
お
い
て
、
習
近
平
の
権
力
集
中
に
よ
る
政
策
硬
直
化
リ
ス
ク
は
間
違
い
な
く
あ
る
も
の
の
、

習
近
平
と
そ
の
旧
い
部
下
た
ち
の
信
頼
関
係
に
よ
っ
て
、
そ
れ
を
あ
る
程
度
解
消
す
る
可
能
性
も
あ
る
こ
と
は
留
意
す
べ
き
で
あ
る
。

外
様
幹
部
へ
の
信
頼
不
足
と
人
事
の
不
安
定
化

第
二
の
リ
ス
ク
は
、
第
三
期
政
権
に
お
い
て
、
習
近
平
が
そ
れ
ま
で
直
接
的
な
交
流
が
深
く
な
い
い
わ
ゆ
る
外
様
幹
部
を
重
用
し
た
こ

と
で
、
十
分
な
信
頼
関
係
が
形
成
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
問
題
で
あ
る
。
典
型
的
な
事
例
は
、
中
央
組
織
部
長
と
中
央
弁
公
庁
主
任
の
人

事
だ
。
通
常
党
大
会
後
す
ぐ
に
交
代
す
る
は
ず
が
、
い
ず
れ
も
遅
々
と
し
て
新
し
い
人
事
が
発
表
さ
れ
ず
、
二
〇
二
三
年
春
ご
ろ
に
な
っ

て
や
っ
と
決
定
し
た
。
前
任
の
陳
希
と
丁
薛
祥
は
い
ず
れ
も
習
近
平
の
側
近
で
あ
り
、
信
頼
関
係
が
深
い
の
は
事
実
だ
が
、
そ
れ
を
理
由

に
人
事
を
遅
せ
る
の
は
不
自
然
で
あ
る
。
し
か
も
、
前
述
し
た
よ
う
に
、
新
し
い
中
央
弁
公
庁
主
任
は
蔡
奇
と
い
う
政
治
局
常
務
委
員
で

あ
り
、
こ
の
人
事
も
異
例
で
あ
る
。
中
央
弁
公
庁
主
任
は
中
央
委
員
会
の
日
常
業
務
を
司
る
重
要
役
職
で
あ
り
、
政
治
局
常
務
委
員
が
兼

任
す
る
の
は
明
ら
か
に
負
担
過
多
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
立
て
続
け
の
異
例
な
人
事
は
、
習
近
平
が
ご
く
限
ら
れ
た
一
部
の
部
下
の
み
を

信
頼
し
て
い
る
こ
と
を
示
す
。

ま
た
、
二
〇
二
三
年
に
秦
剛
国
務
委
員
兼
外
交
部
長
、
李
尚
福
国
務
委
員
兼
国
防
部
長
が
解
任
さ
れ
た
こ
と
も
、
こ
の
信
頼
関
係
の
問

題
の
リ
ス
ク
が
具
現
化
し
た
事
例
で
あ
る
。
秦
剛
と
李
尚
福
は
習
近
平
の
抜
擢
を
受
け
て
、
副
国
級
の
高
級
幹
部
で
あ
る
国
務
委
員
に
昇

進
し
た
も
の
の
、
わ
ず
か
半
年
程
度
で
地
位
を
失
っ
た
。
二
〇
二
三
年
一
一
月
現
在
、
詳
細
な
説
明
が
な
く
、
解
任
理
由
は
推
測
せ
ざ
る

を
得
な
い
が
、
秦
剛
は
不
倫
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル
に
伴
う
「
生
活
作
風
」
の
問
題
、
李
尚
福
は
武
器
調
達
に
伴
う
汚
職
腐
敗
が
原
因
だ
と
報
じ

ら
れ
て
い
る（
45
）。
李
尚
福
解
任
に
関
連
し
て
、
夏
に
は
ロ
ケ
ッ
ト
軍
の
司
令
員
と
政
治
委
員
が
同
時
に
交
代
し
、
し
か
も
新
任
人
事
は

ロ
ケ
ッ
ト
軍
生
え
抜
き
以
外
か
ら
異
動
し
た
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
た
。
ロ
ケ
ッ
ト
軍
の
設
立
は
習
近
平
主
導
の
軍
改
革
の
目
玉
だ
っ
た
が
、
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そ
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
は
習
近
平
を
満
足
さ
せ
ら
れ
て
い
な
い
よ
う
だ
。

二
〇
二
二
年
の
党
大
会
に
お
い
て
、
人
事
面
で
完
全
勝
利
を
遂
げ
た
習
近
平
は
、
自
ら
が
抜
擢
し
た
外
様
幹
部
を
信
用
で
き
ず
に
い
る
。

習
近
平
の
圧
倒
的
な
権
力
が
確
立
さ
れ
て
お
り
な
が
ら
、
国
家
指
導
者
に
関
わ
る
人
事
が
こ
の
よ
う
に
不
規
則
、
か
つ
不
安
定
な
状
況
が

す
で
に
発
生
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
現
象
は
、
人
事
権
が
最
高
指
導
者
個
人
に
集
中
す
る
個
人
支
配
体
制
に
お
い
て
は
往
々
に
し
て
発

生
す
る
。
こ
れ
は
今
後
の
習
近
平
政
権
が
長
期
に
わ
た
っ
て
抱
え
る
大
き
な
リ
ス
ク
と
な
る
だ
ろ
う
。

内
部
分
裂
リ
ス
ク
と
後
継
者
問
題

も
う
一
つ
の
重
要
な
リ
ス
ク
は
、
習
近
平
勢
力
で
内
部
分
裂
が
生
じ
る
リ
ス
ク
で
あ
る
。
習
近
平
は
巨
大
な
勢
力
を
築
き
上
げ
た
。
し

か
し
、
習
近
平
の
追
従
者
た
ち
は
習
近
平
に
忠
誠
を
誓
う
と
い
う
点
に
共
通
性
が
あ
る
の
み
だ
。
現
在
、
福
建
系
、
浙
江
系
、
上
海
系
の

三
つ
の
グ
ル
ー
プ
が
習
近
平
を
支
え
る
中
心
的
な
勢
力
で
あ
る
が
、
彼
ら
が
互
い
に
協
力
的
な
関
係
に
あ
る
と
は
限
ら
な
い
。

毛
沢
東
時
代
、
一
九
五
〇
年
代
半
ば
に
は
、
高
崗
が
毛
沢
東
の
意
向
を
忖
度
し
て
劉
少
奇
批
判
を
展
開
し
た
。
文
化
大
革
命
中
に
は
、

林
彪
集
団
と
江
青
ら
文
化
大
革
命
推
進
勢
力
が
対
立
し
た
。
こ
れ
ら
は
毛
沢
東
に
対
す
る
忠
誠
合
戦
の
例
で
あ
る
。
毛
沢
東
の
権
威
は
揺

ら
が
な
い
も
の
の
、
独
裁
者
の
存
在
は
党
内
闘
争
の
沈
静
化
を
意
味
し
な
い
。
同
じ
状
況
が
習
近
平
勢
力
内
で
生
じ
る
リ
ス
ク
は
十
分
考

え
ら
れ
る（
46
）。

ま
た
、
習
近
平
の
追
従
者
同
士
で
は
な
く
、
習
近
平
と
そ
の
部
下
の
間
で
対
立
が
生
じ
る
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。
典
型
的
な
リ
ス
ク

は
後
継
者
問
題
で
あ
る
。
定
期
的
な
権
力
交
代
と
い
う
規
範
は
放
棄
さ
れ
た
。
最
高
指
導
者
の
退
任
時
期
が
不
透
明
に
な
る
こ
と
が
政
治

エ
リ
ー
ト
に
与
え
る
心
理
的
な
影
響
も
大
き
い
。
追
従
者
ら
は
い
つ
次
の
権
力
交
代
が
あ
る
の
か
わ
か
ら
ず
、
自
分
た
ち
に
チ
ャ
ン
ス
が

あ
る
の
か
も
わ
か
ら
な
い
状
況
で
習
近
平
に
仕
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
一
方
で
習
近
平
は
部
下
が
自
分
の
地
位
を
取
っ
て
代
わ
ろ
う
と

す
る
と
い
う
疑
心
暗
鬼
が
生
じ
る
リ
ス
ク
が
高
ま
る
。
か
つ
て
毛
沢
東
は
劉
少
奇
と
林
彪
と
い
う
二
人
の
自
ら
が
選
ん
だ
後
継
者
を
打
倒

し
た
。
鄧
小
平
も
同
様
に
、
胡
耀
邦
と
趙
紫
陽
と
い
う
二
人
の
総
書
記
を
解
任
し
た
。
江
沢
民
と
胡
錦
濤
は
自
ら
の
後
継
者
を
指
名
す
る

二
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こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
習
近
平
の
後
継
者
問
題
は
、
今
後
の
中
国
の
エ
リ
ー
ト
政
治
の
最
大
の
不
確
定
要
因
と
な
る
だ
ろ
う
。

こ
れ
ま
で
、
中
国
共
産
党
は
指
導
部
に
世
代
と
い
う
考
え
方
を
と
っ
て
き
た
。
共
産
党
政
権
を
樹
立
し
た
毛
沢
東
を
第
一
世
代
と
し
て
、

鄧
小
平
は
第
二
世
代
、
江
沢
民
が
第
三
世
代
、
胡
錦
濤
が
第
四
世
代
、
そ
し
て
習
近
平
は
第
五
世
代
で
あ
る
（
47
）。
習
近
平
が
二
期
十
年

で
退
任
す
る
こ
と
を
想
定
し
て
、
二
〇
二
二
年
か
ら
二
〇
三
二
年
は
、
第
六
世
代
が
指
導
部
を
担
う
と
考
え
ら
れ
て
い
た
。
第
六
世
代
の

代
表
人
物
は
、
胡
春
華
と
孫
政
才
で
あ
っ
た
が
、
孫
政
才
は
二
〇
一
七
年
に
失
脚
し
、
胡
春
華
は
二
〇
二
二
年
に
政
治
局
委
員
か
ら
中
央

委
員
に
降
格
と
な
っ
た
。
六
十
八
歳
定
年
制
は
も
は
や
不
確
か
と
な
っ
た
も
の
の
、
年
齢
は
依
然
と
し
て
目
安
と
し
て
あ
る
程
度
有
効
で

あ
る
。

第
七
世
代
は
一
九
七
〇
年
生
ま
れ
以
降
の
者
を
指
す
。
こ
れ
ま
で
の
慣
習
で
あ
れ
ば
、
そ
の
中
で
優
れ
た
最
高
指
導
者
候
補
を
選
抜
し

て
、
二
〇
三
二
年
の
権
力
交
代
に
備
え
て
最
高
指
導
部
で
経
験
を
積
ま
せ
る
は
ず
だ
っ
た
。
習
近
平
の
留
任
に
よ
っ
て
、
こ
の
慣
習
は
な

く
な
っ
た
。
二
〇
二
二
年
の
党
大
会
で
は
、
第
七
世
代
が
中
央
委
員
に
選
出
さ
れ
る
か
ど
う
か
も
一
つ
の
注
目
点
だ
っ
た
が
、
結
果
的
に

誰
も
中
央
委
員
に
は
選
ば
れ
ず
、
数
人
中
央
候
補
委
員
に
選
ば
れ
る
に
と
ど
ま
っ
た
。
二
〇
二
三
年
一
一
月
現
在
、
正
部
級
の
役
職
に
つ

い
て
い
る
第
七
世
代
は
李
雲
沢
（
国
家
金
融
監
督
管
理
総
局
長
）
と
阿
東
（
共
産
主
義
青
年
団
書
記
処
第
一
書
記
）
の
二
人
が
い
る
が
、

い
ず
れ
も
最
高
指
導
者
候
補
と
は
見
做
さ
れ
て
い
な
い
。
他
に
は
、
諸
葛
宇
傑
（
湖
北
省
党
委
員
会
副
書
記
）、
時
光
輝
（
貴
州
省
党
委

員
会
副
書
記
）
を
は
じ
め
と
し
て
、
省
級
党
委
員
会
の
副
書
記
や
常
務
委
員
を
務
め
る
者
は
増
え
て
き
た
が
、
ま
だ
有
力
候
補
は
示
さ
れ

て
い
な
い
。

権
力
交
代
時
期
が
流
動
的
に
な
っ
た
こ
と
で
、第
七
世
代
の
キ
ャ
リ
ア
の
展
望
も
不
透
明
だ
。
ま
た
、彼
ら
は
今
の
指
導
部
の
メ
ン
バ
ー

以
上
に
習
近
平
と
の
直
接
的
な
交
流
は
少
な
い
と
思
わ
れ
る
。
習
近
平
が
次
の
世
代
の
若
手
幹
部
を
信
頼
で
き
る
の
か
、
彼
ら
と
ど
の
よ

う
な
関
係
性
を
築
く
の
か
は
不
明
で
あ
る
。
こ
う
し
た
若
手
幹
部
の
キ
ャ
リ
ア
の
不
透
明
性
も
長
期
的
な
リ
ス
ク
の
一
つ
で
あ
ろ
う
。
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お
わ
り
に

本
稿
で
は
、
習
近
平
の
人
脈
を
概
観
し
、
そ
の
多
様
性
と
質
的
変
化
を
分
析
し
た
。
そ
の
上
で
、
今
後
を
展
望
し
、
習
近
平
が
抱
え
る

問
題
に
つ
い
て
も
論
じ
た
。

習
近
平
の
人
脈
は
、
紅
二
代
（
劉
源
、
張
又
侠
な
ど
）、
陝
西
省
関
係
者
（
王
岐
山
な
ど
）、
清
華
大
学
関
係
者
（
陳
希
な
ど
）、
河
北
省

関
係
者
（
栗
戦
書
な
ど
）、
福
建
省
関
係
者
（
蔡
奇
、
何
立
峰
、
王
小
洪
な
ど
）、
浙
江
省
関
係
者
（
李
強
、
陳
敏
爾
な
ど
）、
上
海
市
関
係

者
（
丁
薛
祥
な
ど
）、旧
南
京
軍
区
関
係
者
（
何
衛
東
、苗
華
な
ど
）
の
八
つ
の
系
統
か
ら
構
成
さ
れ
る
こ
と
を
示
し
た
。
第
一
期
政
権
で
は
、

劉
源
や
王
岐
山
な
ど
、
旧
い
友
人
が
権
力
基
盤
の
強
化
に
貢
献
し
た
。
そ
れ
と
並
行
し
て
、
福
建
省
、
浙
江
省
、
上
海
市
時
代
の
部
下
の

昇
進
も
進
め
ら
れ
、
二
〇
一
七
年
の
党
大
会
に
お
け
る
大
量
抜
擢
に
つ
な
が
っ
た
。
二
〇
二
二
年
の
党
大
会
で
は
、
そ
れ
ま
で
習
近
平
政

権
を
支
え
た
同
世
代
の
友
人
た
ち
が
引
退
し
、
第
三
期
で
は
か
つ
て
の
部
下
が
習
近
平
を
支
え
る
中
心
的
勢
力
と
な
っ
て
い
る
。
同
時
に
、

こ
れ
ま
で
直
接
的
な
交
流
の
多
く
な
い
い
わ
ゆ
る
外
様
も
多
く
登
用
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

エ
リ
ー
ト
政
治
の
観
点
か
ら
、
習
近
平
政
権
が
抱
え
る
リ
ス
ク
は
以
下
の
よ
う
に
整
理
で
き
る
。
ま
ず
、
政
策
過
程
に
お
け
る
習
近
平

個
人
の
役
割
は
大
き
く
な
っ
て
お
り
、
イ
エ
ス
マ
ン
に
囲
ま
れ
た
場
合
、
諫
言
を
す
る
者
が
お
ら
ず
、
政
策
硬
直
化
リ
ス
ク
が
こ
れ
ま
で

以
上
に
高
ま
る
可
能
性
が
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
習
近
平
と
そ
の
部
下
た
ち
の
実
際
の
関
係
性
を
知
る
必
要
が
あ
る

こ
と
に
留
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
習
近
平
勢
力
の
内
部
分
裂
の
リ
ス
ク
も
重
要
で
あ
る
。
習
近
平
の
追
従
者
同
士
が
忠
誠
合
戦
を
展

開
し
、
対
立
を
強
め
る
可
能
性
が
あ
る
。
あ
る
い
は
、
習
近
平
と
そ
の
追
従
者
と
の
関
係
が
悪
化
し
、
対
立
に
転
じ
る
可
能
性
も
考
え
ら

れ
る
。

習
近
平
政
権
が
第
三
期
に
入
っ
た
こ
と
で
、
こ
れ
ま
で
中
国
の
エ
リ
ー
ト
政
治
に
定
着
し
て
き
た
さ
ま
ざ
ま
な
慣
習
が
放
棄
さ
れ
つ
つ

あ
る
。
権
力
交
代
の
時
期
が
流
動
的
に
な
っ
た
こ
と
で
、
習
近
平
政
権
は
後
継
者
問
題
を
は
じ
め
と
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
リ
ス
ク
を
抱
え
る

こ
と
と
な
っ
た
。
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二
月
一
四
日
（http://w

w
w
.xinhuanet.com

/politics/2015-02/14/

c_1114370816.htm

）。 

 （
9
）　「
王
岐
山
的
知
青
歳
月
：
与
習
近
平
交
好 

同
蓋
一
床
被
子
」
鳳
凰
網
、
二
〇
一
三
年
九
月
八
日
（http://hb.ifeng.com

/new
s/focus/

detail_2013_09/08/1198995_2.shtm
l

）。
習
近
平
自
身
も
、
王
岐
山
の
こ
と
を
よ
く
知
っ
て
い
る
と
過
去
の
回
顧
文
で
述
べ
て
い
る
。
習
近
平
「
我
是

二
四

神戸大学 大学院国際文化学研究科『国際文化学研究』60号（2023）



黄
土
地
的
児
子
」『
西
部
大
開
発
』
二
〇
一
二
年
第
九
期
、
一
一
二
頁
。 

 （
10
）　
任
志
強
（
著
名
企
業
家
）
や
海
南
航
空
関
係
者
、
董
宏
（
元
中
央
巡
視
組
副
組
長
）、
田
恵
宇
（
招
商
銀
行
長
）
な
ど
が
よ
く
知
ら
れ
る
。
古
谷
浩
一
「
ナ

ン
バ
ー
八
は
い
ま
何
を
思
う
」『
朝
日
新
聞
』
二
〇
二
〇
年
四
月
一
二
日
、
冨
名
腰
隆
「
大
手
行
前
頭
取
、
規
律
違
反
か

　
中
国
、
王
岐
山
国
家
副
主
席
の
側
近
」

『
朝
日
新
聞
』
二
〇
二
〇
年
四
月
二
三
日
。 

 （
11
）　
高
新
「
至
今
仍
未
被
外
界
関
注
的
習
近
平
政
治
親
信
王
晨
」
自
由
亜
洲
電
台
、
二
〇
一
七
年
一
〇
月
九
日
（https://w

w
w
.rfa.org/m

andarin/

zhuanlan/yehuazhongnanhai/gx-10092017125324.htm
l

）。 

 （
12
）　
陳
希
に
つ
い
て
は
、
李
昊
「
中
国
新
指
導
部
の"

プ
ロ
フ
ァ
イ
リ
ン
グ"

⑩
：
陳
希

　
習
近
平
の
同
室
親
友
」
日
本
国
際
問
題
研
究
所
、
二
〇
二
〇
年
一

月
二
二
日
（https://w

w
w
.jiia.or.jp/colum

n/ChinaReport41.htm
l

）
を
参
照
。 

 （
13
）　「
反
腐
風
熾
『
之
江
新
軍
』
崛
起

　
習
近
平
旧
部
同
郷
同
学
上
位
」『
明
報
』
二
〇
一
五
年
一
月
一
〇
日
、Jun M

ai "Inside Xi Jinping's Inner 

Circle," South China M
orning Post, 2 M

ar, 2016 (http://https://w
w
w
.scm

p.com
/new

s/china/policies-politics/article/1919744/

inside-xi-jinpings-inner-circle)

、「
情
実
優
先
『
習
閥
』
台
頭
」『
読
売
新
聞
』
二
〇
一
七
年
九
月
三
日
。 

 （
14
）　
李
昊
「
中
国
新
指
導
部
の“

プ
ロ
フ
ァ
イ
リ
ン
グ”

①
：
栗
戦
書

　
大
器
晩
成
型
の
ジ
ェ
ネ
ラ
リ
ス
ト
」
日
本
国
際
問
題
研
究
所
、
二
〇
一
八
年
二
月
六

日
（https://w

w
w
.jiia.or.jp/colum

n/ChinaReport07.htm
l

）。 

 （
15
）　「
習
近
平
体
制
の
秘
書
役
が
就
任

　
胡
氏
派
・
栗
氏
」『
読
売
新
聞
』
二
〇
一
二
年
九
月
二
日
、
成
沢
健
一
「
中
国
：
総
書
記
側
近
に
胡
主
席
派

　
新
指
導

部
安
定
狙
い
」『
毎
日
新
聞
』
二
〇
一
二
年
九
月
二
日
。 

 （
16
）　
王
比
学
「
全
国
人
大
常
委
会
党
組
囲
繞“

歴
史
使
命
、
歴
史
責
任
和
我
們
的
歴
史
担
当”

進
行
集
体
学
習 

栗
戦
書
主
持
並
講
話
」『
人
民
日
報
』

二
〇
一
八
年
七
月
一
八
日
。 

 （
17
）　
黄
坤
明
に
つ
い
て
は
、
李
昊
「
中
国
新
指
導
部
の"

プ
ロ
フ
ァ
イ
リ
ン
グ"
⑧
：
黄
坤
明

　
習
近
平
の
宣
伝
部
長
」
日
本
国
際
問
題
研
究
所
、
二
〇
一
九

年
七
月
一
九
日
（https://w

w
w
.jiia.or.jp/colum

n/ChinaReport39.htm
l

）
を
参
照
。 

 （
18
）　
高
新
「
何
立
峰
大
概
率
接
班
劉
鶴
」
自
由
亜
洲
電
台
、
二
〇
二
一
年
五
月
三
一
日
（https://w

w
w
.rfa.org/m

andarin/zhuanlan/yehuazhongnanhai/
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gx-05312021165854.htm
l

）、
西
山
明
宏
「
習
氏
経
済
ブ
レ
ー
ン
、
側
近
に
？

　
劉
副
首
相
が
退
任
濃
厚
、
後
継
に
何
立
峰
氏
が
浮
上
」『
朝
日
新
聞
』、

二
〇
二
二
年
一
〇
月
一
三
日
。 

 （
19
）　
厦
門
大
学
出
身
者
が
多
く
、
メ
デ
ィ
ア
に
「
厦
大
閥
」
な
ど
と
言
わ
れ
は
じ
め
て
い
る
。
紀
暁
華
「
中
国
観
察
：「
厦
大
幇
」
掌
中
央
財
経
弁
」
星
島
網
、

二
〇
二
三
年
五
月
一
九
日
（https://std.stheadline.com

/sc/realtim
e/article/1926617/

即
時-

中
國-

中
國
觀
察-

廈
大
幫-

掌
中
央
財
經
辦
） 

 （
20
）　
冨
名
腰
隆
「
ト
ッ
プ
二
五
人
、
半
数
交
代
へ

　
習
氏
、
司
法
・
警
察
ポ
ス
ト
重
視
か
」『
朝
日
新
聞
』
二
〇
二
二
年
一
〇
月
一
五
日
。 

 （
21
）　
高
田
正
幸
「
習
氏
が
「
最
も
信
頼
す
る
男
」、副
首
相
級
に

　
名
声
高
め
た
「
皇
家
一
号
事
件
」」
朝
日
新
聞
デ
ジ
タ
ル
、二
〇
二
三
年
三
月
一
二
日
（https://

digital.asahi.com
/articles/A

SR3D
458RR3CU

H
BI00S.htm

l

）。 

（ 

22
）　
孟
宏
偉
公
安
部
副
部
長
、
孫
力
軍
公
安
部
副
部
長
、
傅
政
華
前
司
法
部
長
な
ど
が
代
表
的
で
あ
る
。
高
田
正
幸
「
中
国
、
公
安
幹
部
ら
粛
清

　
体
制
引
き

締
め
活
発

　
前
司
法
相
失
脚
」『
朝
日
新
聞
』
二
〇
二
一
年
一
〇
月
四
日
。 

 （
23
）　
後
に
書
籍
に
ま
と
め
ら
れ
た
。
習
近
平
『
之
江
新
語
』
杭
州
、
浙
江
人
民
出
版
社
、
二
〇
〇
七
年
。 

 （
24
）　
朝
日
新
聞
中
国
総
局
『
核
心
の
中
国

　
習
近
平
は
い
か
に
権
力
掌
握
を
進
め
た
か
』
朝
日
新
聞
出
版
、
二
〇
一
八
年
、
一
二
三
―
一
二
四
頁
。 

 （
25
）　
た
だ
し
、『
朝
日
新
聞
』
に
よ
る
と
、
四
月
に
は
一
度
更
迭
が
決
ま
り
か
け
て
お
り
、
習
近
平
が
そ
れ
を
止
め
た
と
い
う
。
冨
名
腰
隆
「
失
態
「
習
派
」、

消
え
た
更
迭
案
」『
朝
日
新
聞
』
二
〇
二
二
年
一
〇
月
一
八
日
。 

 （
26
）　
朝
日
新
聞
中
国
総
局
『
核
心
の
中
国
』
九
四
―
九
七
頁
。 

 （
27
）　
浦
松
丈
二
「
中
国
：「
ポ
ス
ト
習
」
に
陳
氏
内
定

　
常
務
委
入
り
、
次
世
代
筆
頭
」『
毎
日
新
聞
』
二
〇
一
七
年
八
月
二
八
日
。 

（ 

28
）　
丁
薛
祥
に
つ
い
て
は
、
李
昊
「
中
国
新
指
導
部
の“

プ
ロ
フ
ァ
イ
リ
ン
グ”

⑥
：
丁
薛
祥

　
習
近
平
の
側
近
中
の
側
近
」
日
本
国
際
問
題
研
究
所
、

二
〇
一
八
年
一
〇
月
二
三
日
（https://w

w
w
.jiia.or.jp/colum

n/ChinaReport27.htm
l

）
を
参
照
。 

 （
29
）　「
習
近
平
対
推
進
中
央
和
国
家
機
関
党
的
政
治
建
設
作
出
重
要
指
示
強
調

　
帯
頭
維
護
党
中
央
権
威
和
集
中
統
一
領
導

　
建
設
譲
党
中
央
放
心
、
譲
人
民

群
衆
満
意
的
模
範
機
関
」『
人
民
日
報
』
二
〇
一
八
年
七
月
一
三
日
、「
帯
頭
維
護
党
中
央
権
威
和
集
中
統
一
領
導

　
建
設
譲
党
中
央
放
心
、
譲
人
民
群
衆
満
意

的
模
範
機
関
」『
人
民
日
報
』
二
〇
一
八
年
七
月
二
三
日
。 
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 （
30
）　
李
昊
「「
中
南
海
の
二
五
人
」　
お
友
達
人
事
録
」『
文
藝
春
秋
』
二
〇
二
二
年
一
一
月
号
、
一
〇
八
―
一
二
〇
頁
。 

 （
31
）　
韓
正
に
つ
い
て
は
、
李
昊
「
中
国
新
指
導
部
の“

プ
ロ
フ
ァ
イ
リ
ン
グ”

⑤
：
韓
正

　
上
海
一
筋
四
〇
年
か
ら
筆
頭
副
総
理
へ
」
日
本
国
際
問
題
研
究
所
、

二
〇
一
八
年
一
〇
月
四
日
（https://w

w
w
.jiia.or.jp/colum

n/ChinaReport26.htm
l

）
を
参
照
。 

 （
32
）　
な
お
、
各
地
域
の
党
委
員
会
書
記
が
勤
務
地
の
軍
の
党
委
員
会
第
一
書
記
を
兼
任
す
る
の
は
一
般
的
で
あ
る
が
、
通
常
そ
れ
は
公
式
略
歴
に
は
記
載
さ
れ

て
い
な
い
。
習
近
平
の
よ
う
に
、
軍
関
係
の
兼
任
職
を
詳
細
に
略
歴
に
記
載
し
て
い
る
の
は
、
他
に
類
を
見
な
い
。 

 （
33
）　
倉
重
奈
苗
「
習
主
席
、
軍
掌
握
へ
本
腰

　
福
建
省
時
代
の
人
脈
、
中
枢
に
登
用
」『
朝
日
新
聞
』
二
〇
一
五
年
二
月
四
日
、
西
村
大
輔
「
習
氏
、
軍
中
枢

権
力
固
め

　
旧
南
京
軍
区
関
係
、
四
人
」『
朝
日
新
聞
』
二
〇
一
七
年
一
〇
月
八
日
。 

 （
34
）　
冨
名
腰
隆
「
軍
幹
部
、「
台
湾
シ
フ
ト
」
意
識

　
中
国
共
産
党
」『
朝
日
新
聞
』
二
〇
二
二
年
一
〇
月
二
五
日
。 

 （
35
）　
李
昊
「
中
国
新
指
導
部
の“
プ
ロ
フ
ァ
イ
リ
ン
グ”

④
：
趙
楽
際

　
反
腐
敗
の
新
た
な
旗
手
」
日
本
国
際
問
題
研
究
所
、二
〇
一
八
年
八
月
二
日
（https://

w
w
w
.jiia.or.jp/colum

n/ChinaReport25.htm
l

）、
李
昊
「
中
国
新
指
導
部
の“

プ
ロ
フ
ァ
イ
リ
ン
グ” 

③
：
王
滬
寧

　
三
代
帝
師
」
日
本
国
際
問
題

研
究
所
、
二
〇
一
八
年
五
月
一
三
日
（https://w

w
w
.jiia.or.jp/colum

n/ChinaReport24.htm
l

）、
李
昊
「
中
国
新
指
導
部
の"

プ
ロ
フ
ァ
イ
リ
ン
グ

"

⑨
：
李
希

　
沿
海
諸
省
の
要
職
を
歴
任
す
る
西
北
系
幹
部
」
日
本
国
際
問
題
研
究
所
、
二
〇
一
九
年
八
月
二
六
日
（https://w

w
w
.jiia.or.jp/colum

n/

ChinaReport40.htm
l

）。 

 （
36
）　 Bob D

avis and Lingling W
ei “M

eet Liu H
e, Xi Jinping's Choice to Fix a Faltering Chinese Econom

y,” W
all Street Journal, 6 

O
ctober 2013 (https://w

w
w
.w
sj.com

/articles/SB10001424052702304906704579111442566524958). 

 （
37
）　
李
成
に
よ
る
と
、習
近
平
は
北
京
八
一
中
学
と
北
京
第
二
十
五
中
学
に
通
っ
た
が
、劉
鶴
は
北
京
一
〇
一
中
学
に
通
っ
た
と
い
う
。Cheng Li, Chinese Politics 

in the Xi Jinping Era: Reassessing Collective Leadership, W
ashington, D

. C. : Brookings Institution Press, 2016, p. 321. 

 （
38
）　 “Elder Liu H

e Rem
ains China’s Econom

ic G
uide, Including on U

S Strategy,” South China M
orning Post, 23 June 2023

(https://w
w
w
.scm

p.com
/new

s/china/diplom
acy/article/3225060/elder-liu-he-rem

ains-chinas-econom
ic-guide-including-us-

strategy). 
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 （
39
）　
矢
板
明
夫
『
習
近
平

　
共
産
中
国
最
弱
の
帝
王
』
文
藝
春
秋
、
二
〇
一
二
年
。
こ
の
よ
う
な
認
識
は
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
や
専
門
家
に
広
く
共
有
さ
れ
て
い

た
こ
と
を
強
調
し
て
お
き
た
い
。 

 （
40
）　
習
近
平
「
緊
緊
囲
繞
堅
持
和
発
展
中
国
特
色
社
会
主
義

　
学
習
宣
伝
貫
徹
党
的
十
八
大
精
神
」『
習
近
平
談
治
国
理
政
』
北
京
、外
文
出
版
社
、二
〇
一
四
年
、

一
六
頁
。 

 （
41
）　
習
近
平
「
把
権
力
関
進
制
度
的
籠
子
里
」『
習
近
平
談
治
国
理
政
』
三
八
八
頁
。 

 （
42
）　
李
昊
「
習
近
平
派
一
色
の
新
指
導
部
―
最
高
指
導
部

　
政
治
局
常
務
委
員
の
顔
ぶ
れ
―
」『
外
交
』
七
六
号
、
一
六
―
二
〇
頁
。 

 （
43
）　
李
昊
「
新
型
肺
炎
の
流
行
と
中
国
の
政
治
経
済
へ
の
影
響
」
日
本
国
際
問
題
研
究
所
、
二
〇
二
〇
年
三
月
九
日
（https://w

w
w
.jiia.or.jp/strategic_

com
m
ent/no16.htm

l

）。 

 （
44
）　 Julie Zhu, Yew

 Lun Tian and Engen Tham
 “H
ow
 China's N

ew
 N
o.2 H

astened the End of Xi's Zero-CO
VID
 Policy,” Reuters, 

3 M
arch 2023 (https://w

w
w
.reuters.com

/w
orld/china/how

-chinas-new
-no2-hastened-end-xis-zero-covid-policy-2023-03-03/). 

 （
45
）　 Lingling W

ei “China’s Form
er Foreign M

inister O
usted A

fter A
lleged A

ff air, Senior O
ffi  cials Told,” W

all Street Journal, 19 

Septem
ber 2023 (https://w

w
w
.w
sj.com

/w
orld/china/chinas-ex-foreign-m

inister-ousted-after-alleged-aff air-senior-offi  cials-told-

fdff 4672), “Chinese defence m
inister under investigation for corrupt procurem

ent,” Reuters, 16 Septem
ber 2023 (https://w

w
w
.

reuters.com
/w
orld/china/us-diplom

at-questions-w
hether-chinese-defence-m

inister-under-house-arrest-2023-09-15/). 

 （
46
）　
呉
国
光
も
同
様
に
見
方
を
示
し
て
い
る
。Guoguang W

u “N
ew
 Faces of Leaders, N

ew
 Factional D

ynam
ics: CCP Leadership Politics 

Follow
ing the 20th Party Congress,” China Leadership M

onitor, Issue 74, 2022 (https://w
w
w
.prcleader.org/post/new

-faces-

new
-factional-dynam

ics-ccp-leadership-politics-follow
ing-the-20th-party-congress). 

 （
47
）　
こ
の
世
代
と
い
う
考
え
方
は
鄧
小
平
が
取
り
入
れ
た
も
の
で
、
自
ら
の
指
導
権
を
正
当
化
す
る
た
め
に
も
、
党
主
席
を
も
務
め
た
華
国
鋒
を
過
渡
的
人
物

と
し
て
世
代
に
数
え
な
か
っ
た
。
鄧
小
平
「
組
成
一
個
実
行
改
革
的
有
希
望
的
領
導
集
体
」『
鄧
小
平
文
選
』
第
三
巻
、
北
京
、
人
民
出
版
社
、
一
九
九
四
年
、

二
九
八
―
二
九
九
頁
。 
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※
注
に
お
い
て
引
用
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Xi Jinping’s Personal Connections
Hao LI

 
This article focuses on the personal connections that support the Xi Jinping 
administration and examines who have supported Xi Jinping in his power 
consolidation process. It then discusses the ongoing transformation of Xi’s power 
base from the fi rst to the third administration, and points out that this transformation 
could be a risk to the Xi Jinping administration. Specifi cally, this article shows that 
Xi Jinping's personal connections consist of eight different groups: Red Second 
Generation, Shaanxi Province, Tsinghua University, Hebei Province, Fujian Province, 
Zhejiang Province, Shanghai City, and former Nanjing military district. This article 
then points out that from the first to the third administrations, the core of Xi’s 
personal connections has gradually shifted from old friends to former subordinates. 
This article also point out that in terms of personal connections, the Xi Jinping 
administration faces risks related to policy rigidity, internal divisions, and succession 
issues.

Keywords：Xi Jinping, faction, personal connections, Fujian, Zhejiang
キーワード：習近平、派閥、人脈、福建、浙江
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